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教育出版 2023年 9月 

『小学社会 ５』年間指導計画・評価計画 

 

目  標 

●我が国の国土の地理的環境の特色について、国民生活との関

連を踏まえて理解するとともに、地図帳や地球儀、統計など

の各種の基礎的資料を通して、情報を適切に調べまとめる技

能を身に付けるようにする。 

●我が国の国土の地理的環境の特色や国民生活との関連を多

角的に考える力、考えたことを説明する力を養う。 

●我が国の国土の地理的環境の特色や国民生活との関連につ

いて、主体的に学習の問題を解決しようとする態度を養うと

ともに、多角的な思考や理解を通して、我が国の国土に対す

る愛情を養う。 

 

 

評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・世界における我が国の国土の位

置、国土の構成、領土の範囲など

を大まかに理解している。 

・我が国の国土の地形や気候の概要

を理解するとともに、人々は自然

環境に適応して生活していること

を理解している。 

・地図帳や地球儀、各種の資料で調べ、

まとめている。 

 

・世界の大陸と主な海洋、主な国の位

置、海洋に囲まれ多数の島からなる

国土の構成などに着目して、我が国

の国土の様子を捉え、その特色を考

え、表現している。 

・地形や気候などに着目して、国土の

自然などの様子や自然条件から見て

特色ある地域の人々の生活を捉え、

国土の自然環境の特色やそれらと国

民生活との関連を考え、表現してい

る。 

 

・我が国の国土の様子と国民生活につ

いて、主体的に問題解決しようとし

ている。 

 

 

  

大単元１ 日本の国土とわたしたちのくらし 配当時間 20 時間 
教科書 ５ 

P8～59 
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大単元の構成 

オリエンテーション ①   

      

    

１ 世界の中の 

日本の国土   ⑤ 

  ２ 国土の気候と 

地形      ④ 

   
３ 自然条件と人々のくらし ⑩  

     

      

    

      

ワールドツアーへ！①   
変化の大きい日本の自然 

① 
  あたたかい地域と寒い地域、高地と低地 ① 

            

日本から世界へ、  

世界から日本へ ① 
  気温と地形との関係 ①   

学習問題について予想して、学習計画を立てよう 

① 

  
  

  
      

     どちらかを選択  

日本の国土のすがた ①   日本のさまざまな気候 ①   
あたたかい気候と 

沖縄県の観光 ①  

寒い気候と 

北海道の観光 ① 

            

日本の国土はどこまで？

① 
  まとめる ① 

  あたたかい気候と沖縄

県の農業・漁業 ① 
 
寒い気候と北海道の

農業・漁業 ①   

           

まとめる ① 
  

  
暑さや台風と、沖縄県

の人々のくらし ① 
 

寒さや雪と、北海道

の人々のくらし ①   

    

   

  

 どちらかを選択  

    

自分で調べて考える 

 高地の自然条件と、 

 野辺山原の農業 ① 

 
低地の自然条件と、

佐原北部の農業 ① 

         

    

自分で調べて考える 

 高地の自然条件と、 

 野辺山原の産業 ① 

 
水害と、佐原北部の

人々のくらし ① 

         

    

自分で調べて考える 

あれ地や寒さと、 

野辺山原の人々の 

くらし  ① 

 
低地の自然条件と、

佐原北部の観光 ① 

      

     

    まとめる ② 

 

○の中の数字は、配当時数。 
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小単元１ 世界の中の日本の国土 配当時間 5 時間 
教科書 ５ 

P10～19 

 

目  標 

●世界における我が国の国土の位置、国土の構成、領土の範囲

などを理解するとともに、地図帳や地球儀などの各種の基礎

的資料を通して、情報を適切に調べまとめる技能を身に付け

るようにする。 

●我が国の国土の位置や構成などの特色を多角的に考える力、

考えたことを説明する力を養う。 

●我が国の国土の位置や構成などについて、主体的に調べよう

とする態度を養うとともに、多角的な思考や理解を通して、

我が国の国土に対する愛情を養う。 

 

 

 

評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・世界の大陸と主な海洋、主な国の位

置、海洋に囲まれ多数の島からなる

国土の構成などについて地図帳や

地球儀、各種の資料で調べて、必要

な情報を集め、読み取り、我が国の

国土の様子を理解している。 

・調べたことを文や白地図などにまと

め、世界における我が国の国土の位

置、国土の構成、領土の範囲などを

大まかに理解している。 

・世界の大陸と主な海洋、主な国の

位置、海洋に囲まれ多数の島から

なる国土の構成などに着目して、

問いを見いだし、我が国の国土の

様子について考え表現している。 

・世界の大陸と主な海洋、主な国の

位置、国土の構成、領土の範囲な

どを総合して、我が国の国土の特

色を考え、適切に表現している。 

 

・我が国の国土の位置や構成などにつ

いて、主体的に調べようとしてい

る。 
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大単元名：１ 日本の国土とわたしたちのくらし 【配当１時間】 
【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

＜オリエンテー

ション＞ 

P8～9 

【配時１】 

世界地図と地球儀に

示された、世界の国々

や大陸・海洋の広が

り・位置に着目して、

その違いから、世界地

図と地球儀それぞれ

の特性を捉える。 

○世界地図や地球儀などを使っ

て、日本や世界の国々、大陸、海

洋について自由に調べ、地図と

地球儀のそれぞれの特徴につい

ても話し合う。 

◆地球儀は面積・方位・距離など

を正しく表すことができ、地図

は世界全体を一度に見渡すこと

ができること。 

①第４学年の社会科での日本

地図の読み取りをふり返った

あと、世界地図を見て、日本や

知っている国々を探す。 

②違う視点から日本の国土を

眺めた地図を見て、気づいたこ

とや感想を話し合う。 

③地球儀を見て、日本や知って

いる国々の位置、陸地や海の広

さなどを読み取ったあと、地図

との違いについて話し合う。 

 

【知技】世界地図や地球儀を

使って、日本の国土や世界の

国々の位置などを読み取り、

それぞれの資料の特性を捉

えている。（発）（ノ） 

 

 

小単元名：１ 世界の中の日本の国土 【配当５時間】 
【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

ワールドツアー

へ！ 

P10～11 

【配時１】 

世界地図や地球儀を

活用して、世界の大陸

と主な海洋、主な国の

名称と位置について

知る。 

○地図や地球儀を読み取り、世

界遺産や名所を巡る「ワールド

ツアー」の行程を考え、世界の大

陸や主な海洋、主な国の名称と

位置を確かめる。 

◆世界には主に六つの大陸と三

つの海洋があり、さまざまな国

があること。 

①地図帳などを参考に、行きた

い国を決め、地球儀上で順にな

ぞる。その際、行った国や通っ

た大陸・海洋の名称もおさえ

る。その行程は、ノートやワー

クシートに書く。 

②それぞれ考えた行程を、地球

儀をなぞりながら発表し合う。 

③発表に出てきたものを中心

に、大陸や海洋、主な国の名称

と位置について、地球儀を見な

がら全体で確認する。ノートや

ワークシートに整理する。 

【知技】世界の大陸と主な海

洋、主な国の名称と位置を地

球儀や地図から的確に読み

取っている。（発）（ノ） 

 

【態】世界の国々や大陸、海

洋、日本の国土の様子につい

て、主体的に調べようとして

いる。（発）（ノ） 

日本から世界

へ、世界から

日本へ 

P12～13 

【配時１】 

地球儀を活用して、世

界の国々や大陸・海洋

と日本との位置関係

に着目し、日本の国土

の位置を捉える。 

○日本と世界の国々との位置関

係を地球儀で調べる。 

◆地球上の位置は緯度や経度で

表されること、地球儀上での距

離や方位の読み取り方。 

①地球儀を活用し、さまざまな

国と日本とのおおまかな距離

を調べ、わかったことをノート

やワークシートに整理する。 

②地球儀を活用し、日本から見

た様々な国の方位を調べ、わか

ったことをノートやワークシ

ートに整理する。 

③緯度・経度の意味を確認し、

日本と世界の国々の位置につ

いて緯度や経度を使って調べ、

ノートやワークシートに整理

する。 

【知技】地球儀を活用し、日

本と他の国とのおおまかな

距離や方位、緯度や経度を的

確に読み取っている。（行）

（ノ） 
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日本の国土の

すがた 

P14～15 

【配時１】 

日本の国土を形成す

る島々や、東西南北の

端などに着目して、日

本の国土のおおまか

な構成を捉える。ま

た、日本の周辺諸国に

も着目して、国旗を尊

重する態度を養う。 

○日本の国土の位置や形、東西

南北の端や周りの国々の名称、

国旗などを地図資料や写真から

読み取り、国土の範囲について

調べる。 

◆日本の国土は多くの島々が連

なり、離れた島まで含めると東

西にも南北にも広い範囲にある

こと、日本を構成する主な島々、

東西南北の端の位置と名称、近

隣の国々の位置や国旗。 

①日本の東西南北の端がどこ

か、地図資料から調べる。それ

ぞれの端で隣り合っている国

の名称や国旗も確認し、ノート

やワークシートに整理する。 

②日本の国土の範囲や形につ

いて、気づいたこと・わかった

ことを話し合う。 

③「どこまでが日本か」を考え

て話し合う。 

【知技】日本の国土の東西南

北の端や、国土のおおまかな

構成について理解している。

（ノ）（テ）（発） 

日本の国土は

どこまで？ 

P16～18 

【配時１】 

日本の領土や領海、排

他的経済水域の広が

りに着目して、日本の

国土のおおまかな範

囲を捉える。また、領

土をめぐる課題につ

いておおまかに把握

する。 

○日本の領土や領海、排他的経

済水域の広がり、領土をめぐる

諸課題について、地図資料や写

真を読み取って調べる。 

◆日本の排他的経済水域は領土

に比べて広いこと、北方領土・竹

島・尖閣諸島などの島々をめぐ

る課題が、近隣の国々との間に

あること。 

①領土、領海、排他的経済水域

の広がりについて、資料を読み

取って調べ、わかったことを話

し合う。 

②領土をめぐる問題について、

資料を読み取っておおまかに

把握し、感想を話し合う。 

③これまでの学習を踏まえ、日

本の国土の範囲についてわか

ったことをノートなどに整理

する。 

【知技】日本の領土や領海、

排他的経済水域の範囲をお

おまかに理解し、それらをめ

ぐる課題があることを把握

している。（発）（ノ） 

 

＜まとめる＞

P19 

【配時１】 

これまでの学習をも

とに、日本の国土の位

置や構成、広がりにつ

いて考え、多様な方法

で表現する。 

○日本の国土の位置や構成、広

がりについて、様々な表現を考

えて短文で書き表し、発表し合

う。 

◆世界の国々や大陸、海洋との

位置関係、緯度・経度、国土を構

成する島々などを使って、国土

の位置や広がりを多様に表せる

こと。 

①日本の国土の位置や広がり

について、様々な言い表し方を

グループ内で考え、短文でカー

ドに書く。 

②カードを持って並び、地球儀

や地図を指し示しながら、順番

に発表する。発表が終わったカ

ードは、似た内容のものを分類

しながら、黒板に貼っていく。 

③発表や黒板のカードをふま

え、改めて日本の国土の特色に

ついて考え、ノートなどにまと

める。 

【思判表】世界の国 ・々大陸・

海洋との位置関係、緯度・経

度、国土を構成する島々など

をもとに、日本の国土の特色

についてさまざまな言い表

し方を考え、適切に伝え合っ

ている。（発）（ノ） 
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小単元２ 国土の気候と地形 配当時間 4 時間 
教科書 ５ 

P20～27 

 

目  標 

●我が国の国土の地形や気候の概要について理解するととも

に、地図帳や統計などの各種の基礎的資料を通して、情報を

適切に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

●我が国の国土の地形や気候の特色を多角的に考える力、考え

たことを説明する力を養う。 

●我が国の国土の地形や気候の特色について、主体的に学習の

問題を解決しようとする態度を養う。 

 

 

 

評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・地形や気候などについて、地図帳や統

計などで調べて、必要な情報を集め、

読み取り、国土の自然の様子を理解し

ている。 

・調べたことを白地図や文などにまと

め、我が国の国土の地形や気候の概要

を理解している。 

・地形や気候などに着目して、問いを見

いだし、国土の自然の様子について考

え表現している。 

・各地の地形や気候の違いを比較した

り、地形と気候を関連付けたりして、

国土の自然環境の特色を考え、適切に

表現している。 

・我が国の国土の地形や気候の特色につ

いて、予想や学習計画を立て、主体的に

学習問題を追究し、解決しようとして

いる。 

 

 

 

  



7 

小単元名：２ 国土の気候と地形 【配当４時間】 
【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

変化の大きい

日本の自然 

P20～21 

【配時１】 

日本各地の気候の違

いに着目して、国土の

自然条件について疑

問を見いだし、学習問

題をつくる。予想を話

し合い、追究の見通し

をもつ。 

○３地点の気候の様子の違いを

複数の資料の比較から読み取

り、気づいたことや疑問を整理

し、学習問題をつくる。 

◆日本の国土では、地域によっ

て気候の違いが見られること、

北に位置する方が気温は低くな

ること。 

①小笠原と知床の 3 月の写真、

気温のグラフを比べて、気づい

たことや感想を発表する。 

②知床と奥日光の 3 月の写真、

気温のグラフを比べて、新たに

気づいたことや疑問を発表す

る。 

③これまでの気づきや疑問を

振り返って整理し、学習問題を

つくる。 

 

 

 

 

④各地の気候の違いの原因に

ついて予想し、発表する。 

【思判表】日本各地の気候の

違いから見いだした疑問を

もとに、学習問題をつくり、

表現している。（発）（ノ） 

 

【態】日本各地の気候の違い

の原因について予想を話し

合い、それをもとに主体的に

追究しようとしている。（発）

（ノ） 

気温と地形と

の関係 

P22～23 

【配時１】 

日本の主な山地や山

脈、平野、河川などに

着目し、国土の地形の

特色を捉え、地形と気

温との関係を捉える。 

○国土の地形の様子について地

図資料を活用して調べ、気づい

たことやわかったことを話し合

う。 

◆日本の国土は山地・山脈が多

く、海沿いには、平野や入り組ん

だ海岸線も見られること。標高

の高い地域では、気温が下がる

こと。 

①知床と奥日光の標高を地図

資料で確かめ、標高差による気

温の違いをつかむ。 

②日本の主な山地や山脈、平

野、河川などを調べ、ワークシ

ートや白地図などに記入する。 

③日本の地形の特色を話し合

い、その特色と気温との関係に

ついて考えたことをノートに

整理する。 

【知技】地図資料から、日本

の主な山地や山脈、平野、河

川などを的確に読み取り、国

土の地形の特色や気温との

関係をおおまかに捉えてい

る。（行）（ノ） 

日本のさまざま

な気候 

P24～25 

【配時１】 

地域や時期による気

温や降水量の違いに

着目し、国土の気候の

特色を捉える。 

○日本の気候の特色について、

雨温図や気候区分図、イラスト

などを関連づけて読み取り、気

づいたことやわかったことを話

し合う。 

◆日本の気候は、国土の地形や

季節風などの影響によって、北

と南、太平洋側と日本海側とで

大きな違いがあること。また、梅

雨や台風の影響も大きいこと。 

①東京と白川郷の 2 月の写真、

雨温図を比べて、気づいたこと

を発表する。 

②日本各地の雨温図、同じ地域

の四季の写真から、地域や季節

による気候の違いを読み取る。 

③関連資料から、梅雨や台風、

季節風が気候に与える影響に

ついて読み取る。 

④前時で学習した地形の特色

と、季節風との関係について考

え、話し合う。 

【知技】各地の気候の違いを

複数の資料から的確に読み

取り、国土の気候の特色や季

節風と地形との関係をおお

まかに捉えている。（発）（ノ） 

＜まとめる＞

P26～27 

【配時１】 

各地の気候の違いと

様々な自然条件との

関連を整理して考え、

国土の地形や気候の

特色を理解する。 

○日本の国土の地形や気候の特

色について、白地図や表に整理

し、気候の違いについて考えた

ことを発表し合う。 

◆日本の気候や地形の特色につ

いて、白地図や表を使って整理

する方法。 

①これまでの学習をもとに、日

本各地の気候や地形の様子に

ついて、白地図におおまかに記

入してまとめる。 

②白地図に整理したことをも

とに、各地の気候と様々な自然

条件との関係について、まとめ

る。 

③日本各地で気候が異なる理

由について、短い言葉で書き表

し、発表し合う。 

【知技】国土の地形や気候の

特色や関係を、白地図などを

使って的確に整理している。

（行）（ノ） 

 

【思判表】学習したことを関

連づけながら、各地の気候が

国土の中の位置や地形、台風

や季節風などの影響を受け

ていることを考え、適切に説

明している。（発）（ノ） 

  

学習問題 日本の各地の気候には、どうしてちがいが生まれるのだろう。 
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小単元３ 自然条件と人々のくらし 配当時間 10 時間 
教科書 ５ 

P28～45／46～57 

 

目  標 

●自然条件から見て特色ある地域の人々が、自然環境に適応し

て生活していることを理解するとともに、地図帳や統計など

の各種の基礎的資料を通して、情報を適切に調べまとめる技

能を身に付けるようにする。 

●我が国の国土の自然環境の特色と国民生活との関連を多角

的に考える力、考えたことを説明する力を養う。 

●我が国の国土の自然環境の特色と国民生活との関連につい

て、主体的に学習の問題を解決しようとする態度を養うとと

もに、多角的な思考や理解を通して、我が国の国土に対する

愛情を養う。 

 

 

評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・地形や気候などについて、地図帳や統

計などで調べて、必要な情報を集め、

読み取り、自然条件から見て特色あ

る地域の人々の生活を理解してい

る。 

・調べたことを文や表などにまとめ、

人々は自然環境に適応して生活して

いることを理解している。 

・地形や気候などに着目して、問いを見

いだし、自然条件から見て特色ある

地域の人々の生活について考え表現

している。 

・地形や気候の条件と人々の生活や産

業の工夫などを関連づけたりして、

国土の自然環境の特色と国民生活と

の関連を考え、適切に表現している。 

・我が国の国土の自然環境の特色と国

民生活との関連について、予想や学習

計画を立てたり、見直したりして、主

体的に学習問題を追究し、解決しよう

としている。 

 

 

  



9 

小単元名：３ 自然条件と人々のくらし 【配当 10時間】 
※「暖かい地域」と「寒い地域」のどちらか、「高地」と「低地」のどちらかをそれぞれ選択して学習 

【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 
（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

あたたかい地

域と寒い地域、

高地と低地 

P28～29 

【配時１】 

暖かい地域と寒い地

域、高地と低地それぞ

れの様子に着目して、

各地の自然条件と

人々の暮らしや産業

との関係について、学

習問題をつくる。 

○暖かい地域と寒い地域、高地

と低地の様子を、写真やパンフ

レットを読み取って比較し、気

づいたことや疑問を整理し、学

習問題をつくる。 

◆日本には、気候や地形などの

自然条件に特色のある地域があ

り、さまざまな違いが見られる

こと。 

①沖縄県と北海道の写真を比

べて、気づいたことや感想を発

表する。 

②沖縄県と北海道の、観光・特

産品のパンフレットを比べて、

気づいたことや疑問などを発

表する。 

③野辺山原と佐原北部につい

ても、写真やパンフレットを比

べて、気づいたことや疑問など

を発表する。 

④これまでの気づきや疑問を

振り返って整理し、学習問題を

つくる。 

 

 

 

 

【思判表】暖かい地域と寒い

地域、高地と低地との比較を

もとに、自然条件の特色と暮

らしや産業との関係を問う

学習問題をつくり、表現して

いる。（発）（ノ） 

学習問題につ

いて予想して、

学習計画を立

てよう 

P30～31 

【配時１】 

気候や地形に特色の

ある地域の暮らしや

産業について、これま

での学習を根拠に予

想や学習計画を立て、

追究の見通しをもつ。 

○前時につくった学習問題につ

いて、各種資料を根拠にして予

想したり、調べる計画を話し合

って決めたりする。 

◆（温暖な地域と高地を選択し

た場合）沖縄県は年間を通じて

温暖で、降水量も多い。野辺山原

は標高が高いので、夏でも涼し

い。 

①自分たちが住んでいる地域

の様子とも比較し、学習地域を

選択する。 

②雨温図や写真資料、これまで

の学習をもとに、学習問題に対

する予想を立てる。 

③予想を発表し、人々の「くら

し」と「産業」などに分類する。 

④分類した予想をもとに、調べ

る内容と調べ方を話し合い、学

習計画をノートに整理する。 

【態】自然条件に特色のある

地域の暮らしや産業につい

ての予想を話し合い、それを

もとに学習計画を立て、主体

的に学習問題を解決しよう

としている。（発）（ノ） 

あたたかい気

候と沖縄県の

観光 

P32～33 

【配時１】 

沖縄県の気候に着目

して、暖かい気候を生

かした沖縄県の観光

の工夫を捉える。 

○沖縄県の気候と観光との関係

について、資料を見つけて調べ、

わかったことを話し合う。 

◆沖縄県では、冬でも暖かい気

候や美しい海を生かした観光が

さかんであること。また、琉球王

国の独自の文化が今も受け継が

れていること。 

①沖縄県の観光について、その

特色や暖かい気候との関係が

わかる資料を教科書や資料集

から見つける。 

②暖かい気候を生かした沖縄

県の観光の工夫について、見つ

けた資料から読み取る。 

③わかったことを発表し、ノー

トなどに整理する。 

【知技】沖縄県で暮らす人々

が冬でも暖かい気候を観光

に生かしている様子を、複数

の資料を関連づけて読み取

っている。（発）（ノ） 

あたたかい気

候と沖縄県の

農業・漁業 

P34～35 

【配時１】 

沖縄県の気候に着目

して、暖かく台風の多

い気候に合った農業・

水産業が沖縄県で営

まれていることを捉

える。 

○沖縄県の気候と農業や水産業

との関係について、資料を見つ

けて調べ、わかったことを話し

合う。 

◆沖縄県では温暖な気候を生か

し、さとうきび、果物、花きなど

の農産物や、もずくなどの水産

物の生産がさかんであること。 

①沖縄県の農業・水産業につい

て、暖かい気候との関係がわか

る資料を教科書や資料集から

見つける。 

②暖かい気候を生かした沖縄

県の農業・水産業の工夫につい

て、見つけた資料から読み取

る。 

③わかったことを発表し、ノー

トなどに整理する。 

【知技】沖縄県で暮らす人々

が冬でも暖かい気候を農業

や水産業に生かしている様

子を、複数の資料を関連づけ

て読み取っている。（発）（ノ） 

学習問題 気候や地形の特色と、人々のくらしや産業にはどのような関係があるのだろう。 
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暑さや台風と、

沖縄県の人々

のくらし 

P36～37 

【配時１】 

沖縄県の気候に着目

して、夏の蒸し暑さや

台風に備えた暮らし

の工夫を沖縄県の

人々が取り入れてい

ることを捉える。ま

た、沖縄県の歴史に触

れる。 

○沖縄県の気候と、家のつくり

など暮らしの様子との関係につ

いて、資料を見つけて調べ、わか

ったことを話し合う。 

◆沖縄県では夏の蒸し暑さや台

風に合わせて、家のつくりや服

装などにさまざまな工夫をして

いること。また、自然環境や歴史

の面から、沖縄県が抱えている

課題があること。 

①沖縄県の人々の暮らしにつ

いて、気候との関係がわかる資

料を教科書や資料集から見つ

ける。 

②夏の蒸し暑さや台風に備え

た、沖縄県の人々の暮らしの工

夫について、見つけた資料から

読み取る。 

③沖縄県の土地利用や歴史に

関する資料を読み取り、水不足

や軍用地などの課題に対する

人々の思いや願いについて考

え、話し合う。 

④わかったことを発表し、ノー

トなどに整理する。 

【知技】沖縄県で暮らす人々

が夏の蒸し暑さや台風、水不

足に備えた工夫をしている

様子を、複数の資料を関連づ

けて読み取っている。（発）

（ノ） 

＜自分で調べ

て考える＞ 

高地の自然条

件と、野辺山原

の農業 

P38～40 

【配時１】 

野辺山原の地形に着

目し、夏でも涼しい高

地の自然条件を生か

して、どのような農業

が営まれているか考

える。 

○野辺山原の自然条件と農業と

の関係について資料を調べ、わ

かったことを話し合う。 

◆野辺山原は標高 1200ｍ以上に

位置する高地で、夏でも涼しい

気候を生かした高原野菜の生産

がさかんであること。 

①野辺山原で多く生産されて

いる農産物を、資料から読み取

る。〈協働〉 

②野辺山原の夏でも涼しい高

地の自然条件と農業との関係

について、資料から読み取り、

考える。〈個別〉 

③野辺山原の自然条件と農業

との関係について、わかったこ

と・考えたことをノートに整理

し、意見を交換する。〈協働〉 

【態】野辺山原の自然条件と

農業との関係について、複数

の資料から読み取り、主体的

に追究し、自分の考えをまと

めようとしている。（発）（行）

（ノ） 

＜自分で調べ

て考える＞ 

高地の自然条

件と、野辺山原

の産業 

P41～42 

【配時１】 

野辺山原の地形に着

目して、高地の自然条

件を生かして、どのよ

うな産業が展開され

ているか考える。 

○野辺山原の自然条件と産業と

の関係について資料を調べ、わ

かったことを話し合う。 

◆野辺山原では高地の自然条件

を生かして、乳牛を育てる酪農

を営んだり、様々な体験や行事

を楽しめるようにしたりしてい

ること。 

①野辺山原の野菜生産以外の

産業について、資料から読み取

る。〈協働〉 

②野辺山原の高地の自然条件

と酪農や観光との関係につい

て、資料から読み取り、考える。

〈個別〉 

③野辺山原の自然条件と産業

との関係について、わかったこ

と・考えたことをノートに整理

し、意見を交換する。〈協働〉 

【態】野辺山原の自然条件と

産業との関係について、複数

の資料から読み取り、主体的

に追究し、自分の考えをまと

めようとしている。（発）（行）

（ノ） 

＜自分で調べ

て考える＞ 

あれ地や寒さ

と、野辺山原の

人々のくらし 

P43～44 

【配時１】 

野辺山原の地形に着

目して、野辺山原の

人々が高地の自然条

件を克服するために、

どのような努力をし

てきたか考える。 

○野辺山原の自然条件と、暮ら

しの様子や開拓の歴史との関係

について資料を調べ、わかった

ことを話し合う。 

◆野辺山原が現在のような農業

生産地になるためには、人々が

長い時間をかけ、冷涼な気候や

土地の条件を克服する努力を重

ねてきたこと。 

①野辺山原の土地の様子の変

化を、資料から読み取る。〈協

働〉 

②荒れた土地や厳しい寒さを

克服するために、野辺山原の

人々がどのようなことに取り

組んできたか資料から読み取

り、考える。〈個別〉 

③野辺山原の自然条件と人々

の暮らしとの関係について、わ

かったこと・考えたことをノー

トに整理し、意見を交換する。

〈協働〉 

【態】野辺山原の自然条件と

人々の暮らしとの関係につ

いて、主体的に追究し、自分

の考えをまとめようとして

いる。（発）（行）（ノ） 
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＜まとめる＞ 

P45 

【配時２】 

調べた地域の自然条

件と人々の暮らしと

の関係を整理して、

人々が自然条件の特

色を生かして産業を

営んでいること、自然

条件に合わせる工夫

や克服する努力をし

ていることを理解す

る。 

○自然条件に特色のある地域の

暮らしや産業について、その条

件と関係するものをリーフレッ

トに整理し、紹介し合う。 

◆日本の国土では、自然条件の

特色を生かした産業や、その条

件の中で暮らす人々の工夫や努

力が各地で見られること。 

①沖縄県と野辺山原の自然条

件を生かしたり克服したりし

ている様子について調べたこ

とを、リーフレットにまとめ

る。 

②リーフレットを紹介し合い、

出た意見を表に整理するなど

して、沖縄県と野辺山原の人々

の暮らしや産業について共通

点を見つける。 

③見つけた共通点をもとにし

て、自然条件の特色と人々の暮

らしや産業との関係について

考えたことをノートなどに書

き表す。 

④p.6~7 を参考に、これまでの

学習の進め方を振り返り、改善

点などを話し合う。 

【知技】自然条件に特色のあ

る地域の人々が、どのように

その条件を生かしたり克服

したりしているか、的確に整

理している。（ノ）（テ） 

 

【思判表】調べた地域の様子

をもとに、自然条件と暮らし

や産業との関係について考

え、適切に説明している。

（発）（ノ） 

 

 

小単元名：３ 自然条件と人々のくらし ＜せんたく＞ 
※「暖かい地域」と「寒い地域」のどちらか、「高地」と「低地」のどちらかをそれぞれ選択して学習 

【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 
（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

＜せんたく＞ 

寒い気候と北

海道の観光 

P46～47 

【配時１】 

北海道の気候に着目

して、冷涼な気候や自

然環境を生かした北

海道の観光の工夫を

捉える。 

○北海道の気候と観光との関係

について、資料を見つけて調べ、

わかったことを話し合う。 

◆北海道では、冷涼な気候や豊

かな自然を生かした観光がさか

んであること。また、アイヌの

人々の文化が今も受け継がれて

いること。 

①北海道の観光について、その

特色や冷涼な気候との関係が

わかる資料を教科書や資料集

から見つける。 

②冷涼な気候を生かした北海

道の観光の工夫について、見つ

けた資料から読み取る。 

③わかったことを発表し、ノー

トなどに整理する。 

【知技】北海道で暮らす人々

が冷涼な気候や自然環境を

観光に生かしている様子を、

複数の資料を関連づけて読

み取っている。（発）（ノ） 

＜せんたく＞ 

寒い気候と北

海道の農業・

漁業 

P48～49 

【配時１】 

北海道の気候に着目

して、冷涼な気候に合

った農業・水産業が北

海道で営まれている

ことを捉える。 

○北海道の気候と農業や水産業

との関係について、資料を見つ

けて調べ、わかったことを話し

合う。 

◆北海道では冷涼な気候を生か

し、酪農や、小麦、てんさいなど

の農産物、ほたてなどの水産物

の生産がさかんであること。 

①北海道の農業・水産業につい

て、冷涼な気候との関係がわか

る資料を教科書や資料集から

見つける。 

②冷涼な気候を生かした北海

道の農業・水産業の工夫につい

て、見つけた資料から読み取

る。 

③わかったことを発表し、ノー

トなどに整理する。 

【知技】北海道で暮らす人々

が冷涼な気候を農業や水産

業に生かしている様子を、複

数の資料を関連づけて読み

取っている。（発）（ノ） 



12 

＜せんたく＞ 

寒さや雪と、北

海道の人々の

くらし 

P50～51 

【配時１】 

北海道の気候に着目

して、冬の寒さや雪に

備えた暮らしの工夫

を北海道の人々が取

り入れていることを

捉える。また、北海道

とロシアとの関係に

触れる。 

○北海道の気候と、家のつくり

など暮らしの様子との関係につ

いて、資料を見つけて調べ、わか

ったことを話し合う。 

◆北海道では冬の寒さや雪をし

のぐために、道路や家のつくり

などにさまざまな工夫をしてい

ること。また、ロシアとの領土を

めぐる課題があること。 

①北海道の人々の暮らしにつ

いて、気候との関係がわかる資

料を教科書や資料集から見つ

ける。 

②冬の寒さや雪に備えた、北海

道の人々の暮らしの工夫につ

いて、見つけた資料から読み取

る。 

③北海道と隣国ロシアとの関

係についての資料を読み取り、

領土をめぐる課題に対する

人々の思いや願いについて考

え、話し合う。 

④わかったことを発表し、ノー

トなどに整理する。 

【知技】北海道で暮らす人々

が冬の寒さや雪に備えた工

夫をしている様子を、複数の

資料を関連づけて読み取っ

ている。（発）（ノ） 

＜せんたく＞ 

低地の自然条

件と、佐原北部

の農業 

P52～53 

【配時１】 

佐原北部の地形に着

目して、低地の自然条

件を生かした農業が

佐原北部で営まれて

いることを捉える。 

○佐原北部の自然条件と農業と

の関係について、資料を見つけ

て調べ、わかったことを話し合

う。 

◆佐原北部は標高 0ｍほどの平

らな土地が広がる低地で、その

土地や豊富な水を生かした米の

生産がさかんであること。 

①佐原北部の農業について、低

地の自然条件との関係がわか

る資料を教科書や資料集から

見つける。 

②低地の自然条件を生かした

佐原北部の農業の工夫につい

て、見つけた資料から読み取

る。 

③わかったことを発表し、ノー

トなどに整理する。 

【知技】佐原北部で暮らす

人々が、豊富な水と平たい土

地が広がる低地の自然条件

を農業に生かしている様子

を、複数の資料を関連づけて

読み取っている。（発）（ノ） 

＜せんたく＞ 

水害と、佐原北

部の人々のくら

し 

P54～55 

【配時１】 

佐原北部の地形に着

目して、低地の自然条

件を克服する努力を

佐原北部の人々が重

ねてきたことを捉え

る。 

○佐原北部の自然条件と、暮ら

しの様子や治水の歴史との関係

について、資料を見つけて調べ、

わかったことを話し合う。 

◆佐原北部が現在のような米の

産地になるためには、人々が長

い時間をかけ、低地で頻繁に発

生する水害を克服する努力を重

ねてきたこと。 

①佐原北部の人々の暮らしに

ついて、低地の自然条件との関

係がわかる資料を教科書や資

料集から見つける。 

②水害を克服するために、佐原

北部の人々が取り組んできた

暮らしの工夫や治水の努力に

ついて、見つけた資料から読み

取る。 

③わかったことや考えたこと

を発表し、ノートなどに整理す

る。 

【知技】佐原北部で暮らす

人々が、低地での厳しい水害

を克服する努力を重ねなが

ら暮らしてきた様子を、複数

の資料を関連づけて読み取

っている。（発）（ノ） 

＜せんたく＞ 

低地の自然条

件と、佐原北部

の観光 

P56～57 

【配時１】 

佐原北部の地形に着

目して、低地の自然条

件を生かした佐原北

部の観光の工夫を捉

える。 

○佐原北部の自然条件と観光と

の関係について、資料を見つけ

て調べ、わかったことを話し合

う。 

◆佐原北部では低地の自然条件

を生かして、様々な体験や行事

を楽しめるようにしているこ

と。 

①佐原北部の観光について、そ

の特色や低地の自然条件との

関係がわかる資料を教科書や

資料集から見つける。 

②低地の自然条件を生かした

佐原北部の観光の工夫につい

て、見つけた資料から読み取

る。 

③わかったことを発表し、ノー

トなどに整理する。 

【知技】佐原北部で暮らす

人々が、低地の自然条件を観

光に生かしている様子を、複

数の資料を関連づけて読み

取っている。（発）（ノ） 
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大単元２ 未来を支える食料生産 配当時間 26 時間 
教科書 ５ 

P60～121 

 

目  標 

●我が国の農業や水産業における食料生産の現状について、国民

生活との関連を踏まえて理解するとともに、地図帳や地球儀、

統計などの各種の基礎的資料を通して、情報を適切に調べまと

める技能を身に付けるようにする。 

●我が国の食料生産が国民生活に果たす役割や食料生産に関わ

る人々の働きを多角的に考える力、食料生産に見られる課題を

把握してその解決に向けて考える力、考えたことを説明したり、

それらを基に議論したりする力を養う。 

●我が国の食料生産について、主体的に学習の問題を解決しよう

とする態度や、よりよい社会を考え学習したことを社会生活に

生かそうとする態度を養うとともに、多角的な思考や理解を通

して、我が国の産業の発展を願い我が国の将来を担う国民とし

ての自覚を養う。 

 

 

評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・我が国の食料生産は、自然条件を生

かして営まれていることや、国民の

食料を確保する重要な役割を果たし

ていることを理解している。 

・食料生産に関わる人々は、生産性や

品質を高めるよう努力したり輸送方

法や販売方法を工夫したりして、良

質な食料を消費地に届けるなど、食

料生産を支えていることを理解して

いる。 

・地図帳や地球儀、各種の資料で調べ、

まとめている。 

・生産物の種類や分布、生産量の変

化、輸入など外国との関わりなどに

着目して、食料生産の概要を捉え、

食料生産が国民生活に果たす役割を

考え、表現している。 

・生産の工程、人々の協力関係、技術

の向上、輸送、価格や費用などに着

目して、食料生産に関わる人々の工

夫や努力を捉え、その働きを考え、

表現している。 

・我が国の農業や水産業における食料

生産について、主体的に問題解決し

ようとしたり、その発展について多

角的に考えようとしたりしている。 
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大単元の構成 

 

 
オリエンテーション ① 

 

         

        

１ 米づくりのさかんな地域 ⑪ 

  
２ 水産業のさかんな地域 ⑨ 

〈せんたく〉野菜づくりのさかんな地域／

岩手町のキャベツづくり／果物づくりの

さかんな地域／肉牛飼育のさかんな地域 

  

３ これからの食料生産 ⑤   

  

          

米はどこから？ ① 
  

さまざまな水産物を求めて ① 
  

外国からもとどく食料 ①     

          

米の産地は、どんなところ？ ①   
北海道・根室の 

さんま漁のくふう ① 
  

食料の輸入がもたらすもの ① 

          

学習問題について予想して、 

学習計画を立てよう ① 
  質の高い魚を、より多く ① 

  食料を安定して生産し、 

とどけるために ① 

          

一年間の米づくり ①   おいしい魚をとどける ① 
  

まとめる・つなげる ② 

          

質の高い米をめざして ①   
鹿児島県・長島の 

ぶり養殖のくふう ① 

  
 

          
自分で調べて考える 

  米づくりの変化  ② 
  水産業の変化と課題 ① 

  
 

         

おいしい米をとどける ①   持続可能な水産業をめざして ② 
   

         

米づくりがかかえる課題 ①   まとめる ① 
   

 

         

これからの米づくり ①    
   

 
        

まとめる ① 
   

   
   

     
 

○の中の数字は、配当時数。 
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小単元１ 米づくりのさかんな地域 配当時間 11 時間 
教科書 ５ 

P66～87 

 

目  標 

●我が国の稲作が、自然条件を生かして営まれていることや、

その生産に関わる人々の工夫や努力によって支えられてい

ることを理解するとともに、地図帳や統計などの各種の基礎

的資料を通して、情報を適切に調べまとめる技能を身に付け

るようにする。 

●稲作に関わる人々の働きを多角的に考える力、稲作に関わる

課題を把握して、これからの稲作の発展について考える力、

考えたことを説明する力を養う。 

●我が国の稲作について、主体的に学習の問題を解決しようと

する態度を養うとともに、多角的な思考や理解を通して、我

が国の産業の発展を願い我が国の将来を担う国民としての

自覚を養う。 

 

 

 

 

評価規準 
 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・稲の種類や分布、生産の工程、

人々の協力関係、技術の向上、輸

送、価格や費用、生産量の変化な

どについて、地図帳や統計などで

調べて、必要な情報を集め、読み

取り、稲作の概要や稲作に関わる

人々の工夫や努力を理解してい

る。 

・調べたことを文や表などにまと

め、稲作は自然条件を生かして営

まれていることや、稲作に関わる

人々は生産性や品質を高めるよう

努力したり輸送方法や販売方法を

工夫したりして、良質な食料を消

費地に届けるなど、食料生産を支

えていることを理解している。 

・稲の種類や分布、生産の工程、

人々の協力関係、技術の向上、輸

送、価格や費用、生産量の変化な

どに着目して、問いを見いだし、

稲作の概要や稲作に関わる人々の

工夫や努力について考え表現して

いる。 

・稲作の変化と、稲作に関わる人々

の工夫や努力とを関連づけて、そ

れらの人々の働きを考えたり、学

習したことをもとにこれからの稲

作の発展について考えたりして、

適切に表現している。 

・我が国の稲作について、予想や学習

計画を立てたり、見直したりして、

主体的に学習問題を追究し、解決し

ようとしている。 

・学習したことをもとにこれからの

稲作の発展について考えようとし

ている。 
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大単元名：２ 未来を支える食料生産 【配当１時間】 
【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

＜オリエンテー

ション＞ 

全国からとどく

食料 

P60～65 

【配時１】 

様々な食料の産地や

生産量、消費量に着目

して、自分たちの食生

活と食料生産とのつ

ながりについて関心

をもつ。 

○主な食料の産地の広がりや消

費量について、地図や写真など

の資料を使って調べ、気づいた

ことや疑問に思ったことを話し

合う。 

◆主な食料の産地の分布や生産

量、消費量について。 

①様々な食料の産地表示を写

真から読み取り、その産地を地

図資料から見つける。 

② ①の作業から、気づいたこ

とや疑問に思ったことを話し

合う。 

③日本で多く生産され、食べら

れている食料について調べる。 

④主食となっている米の生産

に着目し、知りたいことや調べ

たいことを話し合う。 

【知技】様々な種類の食料の

産地を資料から的確に読み

取り、自分たちが食べている

食料は、日本や世界の各地か

ら運ばれてきていることを

捉えている。（発）（ノ） 

 

 

小単元名：１ 米づくりのさかんな地域 【配当 11時間】 
【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

米 は ど こ か

ら？ 

P66～67 

【配時１】 

自分たちが食べてい

る米はどこで生産さ

れているのかに着目

して、米の産地の分布

を捉える。 

○国内で米の生産がさかんな地

域はどこか、集めた米袋などを

白地図に貼り付けたり、地図資

料を読み取ったりして調べる。 

◆米は日本全国で生産されてい

るが、特に新潟県や北海道、東北

地方などで生産量が多いこと。 

①集めておいた米袋や店のち

らしなどを産地ごとに白地図

に貼りつけ、気がついたことを

発表し合う。 

②地図帳や資料集などを活用

し、日本のどこで米が多く生産

されているかを各自で調べる。 

③米づくりと自然条件との関

係がわかる資料を読み取り、わ

かったことをノートに整理す

る。 

【知技】国内の米の主な産地

の分布について、資料から的

確に読み取っている。（発）

（ノ） 

米の産地は、

どんなところ？ 

P68～69 

【配時１】 

新潟県南魚沼市の自

然条件が米づくりに

適していることに着

目して、その中で行わ

れる米づくりについ

て学習問題をつくる。 

○空撮写真や雨温図、土地利用

図などをもとに、南魚沼市の自

然条件や土地利用の特色につい

て調べ、気づいたことや疑問を

整理し、学習問題をつくる。 

◆南魚沼市は冬に雪の多い日本

海側に位置し、その水田地帯は

盆地にあること。豊かな雪どけ

水、夏の昼夜の気温差が大きい

気候などが、米づくりに適して

いること。 

①新潟県南魚沼市の自然条件

や土地利用の特色について、空

撮写真や雨温図、土地利用図な

どを読み取って調べ、米づくり

と自然条件との関係について

前時の学習も振り返って考え

る。 

②南魚沼市で働く農家の人の

話を読み取り、米づくりと自然

条件との関係についてわかっ

たことを話し合う。 

③これまでの気づきや疑問を

振り返って整理し、学習問題を

つくる。 

 

 

 

 

 

【知技】南魚沼市の自然条件

の特色と米づくりとの関係

について、複数の資料を関連

づけて読み取っている。（発）

（ノ） 

 

【思判表】これまでの学習を

もとに、南魚沼市の米づくり

について調べたいことを整

理して学習問題をつくり、表

現している。（発）（ノ） 

学習問題 米づくりのさかんな地域では、 
人々がどのようなくふうや努力をして米を生産しているのだろう。 



17 

学習問題につ

いて予想して、

学習計画を立

てよう 

P70～71 

【配時１】 

米づくりに携わる

人々がどのような工

夫や努力をして米を

生産しているか予想

し、その予想をもとに

学習計画を立て、追究

の見通しをもつ。 

○前時につくった学習問題につ

いて、既習内容や生活経験、各種

資料を根拠にして予想したり、

調べる計画を話し合って決めた

りする。 

◆様々な予想や意見を整理する

ための方法。 

①前時につくった学習問題を

確認したあと、作業風景の写真

なども参考にしながら、学習問

題について各自で予想をする。 

②予想を全体で出し合い、似た

ものを整理・分類する。 

③何について調べれば、予想し

たことを確かめられるかを話

し合い、これから調べることを

決める。 

④どうやって調べればよいか

を話し合って決め、「調べるこ

と」と「調べ方」を整理した学

習計画をノートに書く。 

【態】これまでの学習や生活

経験などを根拠にして、南魚

沼市の米づくりについて予

想を話し合い、それをもとに

学習計画を立て、主体的に追

究しようとしている。（発）

（ノ） 

一年間の米づ

くり 

P72～73 

【配時１】 

１年間の米づくりの

作業の流れに着目し

て、種もみの準備から

収穫まで、様々な作業

を行う必要があるこ

とを捉える。 

○南魚沼市の農家を例にした資

料をもとに、１年間の米づくり

の作業の流れについて、順を追

って調べる。 

◆春から秋の長い期間にかけ

て、さまざまな作業を通して稲

が育てられていること。 

①南魚沼市の農家の三輪さん

が所有する田の規模や収穫量

などを本文から読み取る。 

②三輪さんの米づくりカレン

ダーや話をもとに、米づくりの

１年間の作業の流れを調べ、ノ

ートなどに整理する。 

③米づくりをするうえで大切

な条件について考えて、話し合

う。 

【知技】米が収穫されるまで

には、春から秋にかけて様々

な作業があること、天候や土

の状態が影響することを理

解している。（発）（ノ） 

質の高い米を

めざして 

P74～75 

【配時１】 

南魚沼市の米づくり

の中で取り組まれて

いる工夫に着目して、

農家の人たちが安全

や環境に配慮して米

をつくっていること

を捉える。 

○米づくりの作業の工夫につい

て、南魚沼市の農家を例にした

資料をもとに調べ、農家の人た

ちが気をつけていることについ

て話し合う。 

◆安全で良質な米をつくるため

に、水の管理や黒酢散布など、農

薬や化学肥料の使用を減らす工

夫をしていること。 

①三輪さんの水田管理の作業

について、写真や話から読み取

る。 

②農薬・肥料の扱いに関する

様々な工夫を写真やイラスト

などから読み取り、わかったこ

とをノートなどに整理する。 

③農家の人たちが仕事をする

うえで気をつけていることや、

その理由について考えて話し

合い、ノートなどに整理する。 

【知技】農家の人たちが、

様々な工夫や技術を取り入

れて、安全や環境に配慮した

米づくりを進めていること

を捉えている。（発）（ノ） 

おいしい米をと

どける 

P76～77 

【配時１】 

米が生産者から消費

者のもとに届けられ

る様子に着目して、米

の出荷や輸送、販売に

携わる人々の働きや、

米の値段に含まれる

費用について捉える。 

○複数の資料をもとに、米の流

通の流れについて順を追って調

べ、わかったことを整理する。 

◆米の流通経路には、農協を経

由するもの、しないものなど、

様々なものがあること。農協や

輸送・販売に関わる人たちがい

ることで、米は各地に届けられ

ていること。米の値段には、生産

や輸送、販売などにかかる費用

が反映されていること。 

①「米がとどくまで」の資料を

たどり、収穫から消費者のもと

に届くまでの流れを整理する。 

②米の出荷・輸送にはどのよう

な人たちが関わっているか、資

料をもとに考え、話し合う。 

③米の値段に含まれる費用を

資料から調べ、米の流通と値段

との関係をノートに整理する。 

【知技】米の流通の流れや、

そこに関わる人々の働き、米

の値段に含まれる費用につ

いて、資料から的確に読み取

っている。（発）（ノ） 
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＜自分で調べ

て考える＞ 

米づくりの変化 

P78～81 

【配時２】 

米づくりが改善され

てきた様子に着目し

て、短い労働時間で多

くの米を生産できる

ようになった理由を

考える。 

○昔と比べて米づくりが改善さ

れてきたことを複数の資料から

読み取り、作業時間が減った理

由を考える。 

◆味のよい米、病気に強い米な

どを求めて品種改良が進められ

てきたこと。機械化や耕地整理

などの工夫や努力によって、昔

に比べて短い労働時間で多くの

米を生産できるようになったこ

と。 

①米の生産量の変化と米づく

りの作業時間の変化を、資料か

ら読み取る。〈協働〉 

②米づくりで変わってきたこ

とは何か、資料から読み取り、

考える。〈個別〉 

③米が多く取れるようになっ

た理由と、米づくりの作業時間

が短くなった理由を資料から

読み取り、考える。〈個別〉 

④短い労働時間で多くの米を

生産できるようになった理由

について、わかったこと・考え

たことをノートに整理し、意見

を交換する。〈協働〉 

【態】短い労働時間で多くの

米を生産できるようになっ

た理由について、複数の資料

から読み取り、主体的に追究

し、自分の考えをまとめよう

としている。（発）（行）（ノ） 

米づくりがかか

える課題 

P82～83 

【配時１】 

米づくりを取り巻く

変化に着目して、米の

消費量の減少、農業従

事者の減少、競争の激

化といった日本の米

づくりの課題を捉え

る。 

○米の消費量と生産量の変化

や、それに伴う動きについて複

数の資料から調べ、日本の米づ

くりが抱える課題について考え

る。 

◆日本の米づくりが抱える課題

として、米の消費量の減少、農業

従事者（特に若い層）の減少、競

争の激化などがあること。消費

量の減少に伴い、国の生産調整

が進められてきたこと。 

①米の消費量と生産量の変化

をグラフから読み取り、それぞ

れの変化を関連づけてわかる

ことを発表し合う。 

②農家の人の話やグラフなど

の資料から、農家の人たちが心

配していることを読み取り、ノ

ートなどに整理する。 

③日本の米づくりが抱えてい

る課題について、これまで調べ

たことを根拠にして考え、話し

合う。 

【知技】複数の資料を関連づ

けて読み取り、日本の米の生

産量が消費量とともに減少

してきたことや、米づくりの

現状にはいくつかの課題が

あることを捉えている。（発）

（ノ） 

これからの米

づくり 

P84～85 

【配時１】 

米づくりの課題を解

決するための取り組

みや人々の協力関係

に着目して、これから

も生産を続けていこ

うとする農家の人た

ちの思いについて捉

える。 

○米づくりが抱える課題ごと

に、解決のための取り組みの例

を各種資料から見つけ、米づく

りに関わる人たちの思いについ

て話し合う。 

◆米づくりに関わる人たちは、

良質な米づくりを多くの消費者

に伝える努力や、費用を下げる

生産方法の工夫などに取り組

み、地域での生産を続けようと

していること。 

①前時に考えた米づくりの課

題を振り返り、各課題の解決に

つながりそうな取り組みを三

輪さんの話や写真などの中か

ら見つける。 

②見つけた取り組みを発表し

合い、米づくりに関わる人々が

課題に対してどのような取り

組みを進めているか、わかった

ことをノートなどに整理する。 

③課題に取り組む農家の人た

ち、米づくりに関わる人たちの

思いについて考え、話し合う。 

【知技】米づくりに関わる人

たちが課題を乗り越え、地域

での生産を続けていけるよ

う様々な工夫や努力をして

いることを捉えている。（発）

（ノ） 

＜まとめる＞ 

P86～87 

【配時１】 

これまでの学習を整

理して、米づくりを支

える様々な条件や

人々の働き、変化や課

題に対応する人々の

工夫や努力について

理解し、これからの米

づくりについて考え

る。 

○米づくりに関わる人々の工夫

や努力について表などに整理し

て、これからの米づくりに関す

る各自の考えを発表し合う。 

◆農家の人たちは、より質の高

い米を効率よく生産するため

に、様々な工夫や努力を重ねて

きたこと。課題の解決に向けた、

様々な取り組みがあること。 

①これまで学んできた米づく

りの変化、その変化に関係する

人々の工夫や努力を振り返り、

整理する。 

②これまでの学習をもとに、

「なぜ南魚沼市ではおいしい

米づくりがさかんなのか」につ

いて、複数の視点から考え、ノ

ートなどに整理する。 

③これから米づくりを進めて

いくうえで大切だと思うこと

を考えてノートなどにまとめ、

発表し合う。 

【思判表】米づくりにおける

様々な変化や課題、それに関

連する人々の工夫や努力な

どについて調べたことを総

合して、米づくりを進めるう

えで大切なことを考え、適切

に表現している。（ノ）（テ） 

 

【態】今まで学習したことを

生かして、これからの米づく

りに対する自分の考えをま

とめようとしている。 

（発）（ノ） 
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小単元２ 水産業のさかんな地域 配当時間 9 時間 
教科書 ５ 

P88～103 

 

目  標 

●我が国の水産業が、自然条件を生かして営まれていることや、

その生産に関わる人々の工夫や努力によって支えられてい

ることを理解するとともに、地図帳や統計などの各種の基礎

的資料を通して、情報を適切に調べまとめる技能を身に付け

るようにする。 

●水産業に関わる人々の働きを多角的に考える力、水産業に関

わる課題を把握して、これからの水産業の発展について考え

る力、考えたことを説明する力を養う。 

●我が国の水産業について、主体的に学習の問題を解決しよう

とする態度を養うとともに、多角的な思考や理解を通して、

我が国の産業の発展を願い我が国の将来を担う国民として

の自覚を養う。 

 

 

 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・水産物の種類や分布、生産の工

程、人々の協力関係、技術の向

上、輸送、価格や費用、生産量の

変化などについて、地図帳や統計

などで調べて、必要な情報を集

め、読み取り、水産業の概要や水

産業に関わる人々の工夫や努力を

理解している。 

・調べたことを文や表などにまと

め、水産業は自然条件を生かして

営まれていることや、水産業に関

わる人々は生産性や品質を高める

よう努力したり輸送方法や販売方

法を工夫したりして、良質な食料

を消費地に届けるなど、食料生産

を支えていることを理解してい

る。 

・水産物の種類や分布、生産の工

程、人々の協力関係、技術の向

上、輸送、価格や費用、生産量の

変化などに着目して、問いを見い

だし、水産業の概要や水産業に関

わる人々の工夫や努力について考

え表現している。 

・水産業に関わる人々の様々な工夫

や努力を総合して、それらの人々

の働きを考えたり、学習したこと

をもとにこれからの水産業の発展

について考えたりして、適切に表

現している。 

 

・我が国の水産業について、予想や学

習計画を立てたり、見直したりし

て、主体的に学習問題を追究し、解

決しようとしている。 

・学習したことをもとにこれからの

水産業の発展について考えようと

している。 
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小単元名：２ 水産業のさかんな地域 【配当 9 時間】 
※「水産業のさかんな地域」か、P106～111 の各内容のいずれかを選択して学習 

【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 
（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

さまざまな水産

物を求めて 

P88～89 

【配時１】 

自分たちがよく食べ

ている水産物の種類

やその産地に着目し

て、日本の水産業につ

いて関心をもち、学習

問題をつくる。 

○身近な水産物の種類や産地を

資料から読み取り、水産業と自

然条件との関係について考え

る。さらに知りたいことを出し

合い、学習問題をつくる。 

◆普段食べている水産物は日本

や世界の各地から届けられてい

ること。水産物の水あげ量や種

類は、海流などの自然条件と関

係があり、特に暖流と寒流がぶ

つかるところは好漁場になるこ

と。 

①店のちらしや写真などを見

ながら、最近食べた水産物を発

表し合う。 

②教科書や地図帳などを活用

して、発表で出た主な水産物の

産地を調べ、白地図などにまと

める。 

③地図資料から、水あげ量が多

い漁港の位置や日本近海でと

れる水産物の種類を読み取り、

海流など自然条件との関係を

考える。 

④水産業について明らかにし

たいことを出し合って整理し、

学習問題をつくる。 

 

 

 

【思判表】主な水産物の種類

や産地の分布などを資料か

ら読み取り、それをもとに水

産業について調べたいこと

を整理して学習問題をつく

り、表現している。（発）（ノ） 

北海道・根室

のさんま漁のく

ふう 

P90～91 

【配時１】 

これまでの学習を生

かして、学習問題につ

いての予想や学習計

画を立て、追究の見通

しをもつ。北海道・根

室のさんま漁の様子

に着目して、漁師さん

たちの漁の工夫を捉

える。 

○前時につくった学習問題につ

いて予想したり、調べる計画を

立てたりする。計画に基づき、北

海道・根室のさんま漁の工夫に

ついて、様々な資料を読み取っ

て調べる。 

◆さんま漁の漁師さんたちは、

経験を生かしながら、集魚灯、ソ

ナーなどを活用して魚を効率的

に獲るとともに、鮮度を保つ工

夫をしていること。 

①前時の学習を振り返り、海か

ら獲ってくる漁業と養殖業の

それぞれについて調べること

を確かめる。 

②米づくりの学習なども振り

返りながら、学習問題について

予想し、予想を確かめるために

何を調べればよいか考え、意見

を分類・整理する。 

③どのように調べればよいか

話し合い、「調べること」と「調

べ方」をノートなどに書き出

し、学習計画を立てる。 

④根室のさんま漁の様子がわ

かる資料を教科書や資料集か

ら見つけて調べ、わかったこと

をノートなどに整理する。 

【態】予想や学習計画を立て

て、主体的に学習問題を解決

しようとしている。（発）（ノ） 

 

【知技】漁師さんたちは様々

な漁船の設備を使い、長年の

経験を生かしながら魚群を

見つけ、魚の習性を利用して

さんまを獲っていることを

資料から的確に読み取って

いる。（発）（ノ） 

質 の 高 い 魚

を、より多く 

P92～93 

【配時１】 

さんまの水あげから

箱詰めまでの様子に

着目して、漁港でさん

まの出荷に関わる人

たちの品質を高める

工夫や、値段と費用と

の関係を捉える。 

○複数の資料をもとに、水あげ

後のさんまのゆくえについて順

を追って調べ、漁港で働く人た

ちの工夫や努力、魚の値段と費

用などについてわかったことを

整理する。 

◆水産物が水あげされてから出

荷されるまでには様々な仕事が

あり、鮮度や安全性を保とうと

していること。また、せりでは水

産物の質や水あげ量によって値

段が決まり、その売り上げの中

から仕事にかかる費用にあてて

いること。 

①写真やグラフなどの資料を

読み取り、根室港でどのような

人たちが働いているか調べる。 

②さんまを漁港で水あげした

後のことがわかる資料を教科

書や資料集から見つけ、漁港の

人たちの仕事の様子や工夫に

ついてわかったことをノート

などに整理する。 

③資料をもとに、さんまの値段

の決まり方、漁や出荷作業の中

でかかる費用と値段との関係

について考え、ノートなどに整

理する。 

【知技】新鮮なさんまを衛生

的に出荷するための工夫や

努力、さんまの値段の決まり

方、漁や出荷にかかる費用に

ついて理解している。（発）

（ノ） 

学習問題 水産業がさかんな地域の人々は、 
どのようなくふうや努力をして魚をとり、消費者にとどけているのだろう。 
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おいしい魚をと

どける 

P94～95 

【配時１】 

さんまが漁港から消

費者のもとに届くま

での様子に着目して、

産地と消費地を結ぶ

流通や輸送のはたら

きと、それに関わる人

たちの工夫や努力を

捉える。 

○複数の資料をもとに、さんま

の流通の流れについて順を追っ

て調べ、運送会社の人たちの工

夫や努力、輸送手段の違いにつ

いてわかったことを整理する。 

◆さんまが産地から消費地に届

くまでには、様々な人たちや交

通機関のはたらきがあり、生産・

流通・販売まで一貫して、鮮度を

保つ工夫をしていること。 

①加工工場で箱詰めされた後

のさんまのゆくえを予想する。 

②「さんまがとどくまで」の資

料をたどり、漁港から消費者の

もとに届くまでの流れをノー

トなどに整理する。 

③運送会社の人の話や交通機

関に関する資料を読み取り、さ

んまを運ぶうえで気をつけて

いることを考えて話し合う。 

④さんまを消費地に届けるう

えでの工夫について、漁や水あ

げ、箱詰めなどの作業も含めて

調べてわかったことをノート

などに整理する。 

【知技】さんまが産地から消

費地へ届くまでには、様々な

輸送の方法やそれに関わる

人たちの工夫や努力がある

ことを資料から的確に読み

取っている。（発）（ノ） 

鹿児島県・長

島のぶり養殖

のくふう 

P96～97 

【配時１】 

鹿児島県長島町の、自

然条件を生かしたぶ

り養殖の様子に着目

して、品質や安全性の

高い魚を安定して出

荷するための工夫や

努力を捉える。 

○鹿児島県長島町のぶり養殖に

ついて複数の資料から調べ、養

殖業の特色や働く人たちの工

夫・努力について考える。 

◆長島町では、ぶりが育ちやす

い温暖な海、いけすの設置に適

した入り江などの自然条件を生

かした養殖業がさかんであるこ

と。養殖業は、計画的に魚を育て

て出荷できること。 

①地図や写真などから、鹿児島

県長島町の位置や漁港の様子、

ぶりの養殖と自然条件との関

係を読み取り、ノートなどに整

理する。 

②ぶりの養殖の作業の流れや、

作業の中で気をつけているこ

とについて資料から読み取り、

それぞれの作業や工夫の意味

について考え、ノートなどに整

理する。 

③調べたことをもとに、ぶりの

養殖とさんま漁とで似ている

点、違う点を考え、話し合う。 

【知技】ぶりを育てるうえで

必要な環境や設備、作業につ

いて資料から的確に読み取

り、養殖業の特色や仕事上の

工夫や努力について捉えて

いる。（発）（ノ） 

水産業の変化

と課題 

P98～99 

【配時１】 

水産業を取り巻く変

化に着目して、安定し

た漁をすることの難

しさ、水産物生産量の

減少や外国との関係

による漁の制限とい

った日本の水産業の

課題について捉える。 

○漁業生産量の変化、北方領土

と根室の水産業の関係など、水

産業の現状について複数の資料

から調べ、日本の水産業が抱え

る課題について考える。 

◆日本の水産業が抱える課題と

して、漁獲量の変動や全体の生

産量の減少、外国との関係によ

る漁の制限などがあること。 

①養殖ぶりと天然さんまの生

産量の変化を比べて、気づいた

ことを発表し合う。 

②さんまの漁獲に関する資料

や新聞記事を読み取り、さんま

の漁獲量が不安定な理由につ

いて考える。 

③日本の漁業生産量と水産物

輸入量の変化のグラフを読み

取り、変化の理由を予想する。 

④日本の水産業が抱えている

課題について、これまで調べた

ことや、北方領土と根室の水産

業に関する資料を根拠にして

考え、話し合う。 

【知技】複数の資料を比べた

り関連づけたりして読み取

り、日本の水産業の現状をお

おまかに把握し、安定的に水

産業を営むうえでいくつか

の課題があることを捉えて

いる。（発）（ノ） 
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持続可能な水

産業をめざして 

P100～101 

【配時２】 

水産業の課題を解決

するための新しい技

術や人々の取り組み

に着目して、人々が持

続可能な水産業に取

り組む意味について

捉える。 

○国内の水産業の新たな取り組

み、計画的な資源管理の取り組

みを複数の資料から調べ、安定

した水産業を続けるために大切

なことを考える。 

◆安定した水産業を続けるため

に、水産業に関わる人たちは海

の環境や水産資源を守りなが

ら、様々な新しい取り組みをし

ていること。 

①日本各地の育てる漁業、新た

な漁業技術の研究・導入につい

て資料から調べ、それぞれの取

り組みの意味を考えてノート

などに整理する。 

②水産資源を計画的に守る取

り組みについて資料から調べ、

その取り組みの意味を考えて

ノートなどに整理する。 

③整理したことをもとに、安定

した水産業を続けるために大

切なことを考えて話し合う。 

【知技】水産業に関わる人た

ちは、安定した生産を続けて

いけるよう、水産資源の管理

や海の環境保全において

様々な取り組みを進めてい

ることを捉えている。（発）

（ノ） 

＜まとめる＞ 

P102～103 

【配時１】 

これまでの学習を整

理して、水産業に関わ

る人々の働き、変化や

課題に対応する人々

の工夫や努力につい

て理解し、これからの

水産業について考え

る。 

○水産業に関わる人々の工夫や

努力についてカードに整理・分

類して、これからの水産業に関

する各自の考えを発表し合う。 

◆水産業に関わる人たちは、安

全で質の高い水産物をより多く

の消費者に届けるために、様々

な工夫や努力を重ねてきたこ

と。水産資源の管理にも配慮し

て、安定した生産を続けたいと

願っていること。 

①水産業に関わる人々が進め

る工夫や努力について、各自で

印象に残ったことをカードに

書く。 

②カードを整理・分類し、共通

点を探しながら、そこに込めら

れた人々の思い（大切にしてい

ること）を考えて話し合う。 

③安全で質の高い水産物をこ

れからも生産し続けるために、

大切だと思うことを話し合い、

自分の考えをノートに整理す

る。 

【思判表】水産業に関わる

様々な人々の工夫や努力に

ついて整理したことを総合

して、品質や安全性に配慮し

ていること、様々な変化や課

題に対応しようとしている

ことなどを考え、適切に表現

している。（ノ）（テ） 

 

【態】今まで学習したことを

生かし、安全で質の高い水産

物をこれからも生産し続け

るために大切なことについ

て、自分の考えをまとめよう

としている。（発）（ノ） 
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小単元３ これからの食料生産 配当時間 5 時間 
教科書 ５ 

P112～119 

 

目  標 

●我が国の食料生産の概要や、食料生産が国民の食料を確保

する重要な役割を果たしていることを理解するとともに、

地図帳や地球儀、統計などの各種の基礎的資料を通して、

情報を適切に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

●食料の生産や輸入に見られる課題を把握して、その解決に

向けて多角的に考える力、考えたことを説明したり、それ

らを基に議論したりする力を養う。 

●我が国の食料の生産や輸入について、主体的に学習の問題

を解決しようとする態度を養うとともに、多角的な思考や

理解を通して、我が国の産業の発展を願い我が国の将来を

担う国民としての自覚を養う。 

 

評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・輸入など外国との関わり、生産量

の変化、生産に関わる新しい取り

組みなどについて、地図帳や地球

儀、統計などで調べて、必要な情

報を集め、読み取り、食料生産の

概要を理解している。 

・調べたことを文や表などにまと

め、我が国の食料生産は、国民の

食料を確保する重要な役割を果た

していることを理解している。 

・輸入など外国との関わり、生産量

の変化、生産に関わる新しい取り

組みなどに着目して、問いを見い

だし、食料生産の概要や食料生産

が国民生活に果たす役割について

考え、表現している。 

・学習したことをもとに、これから

の農業などの発展に向けてできる

ことを消費者や生産者の立場から

多角的に考え、適切に表現してい

る。 

・我が国の食料の生産や輸入につい

て、予想や学習計画を立て、主体的

に学習問題を追究し、解決しようと

している。 

・学習したことをもとに、これから

の農業などの発展について消費者

や生産者の立場から多角的に考え

ようとしている。 
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小単元名：３ これからの食料生産 【配当５時間】 
【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

外国からもとど

く食料 

P112～113 

【配時１】 

食料輸入の現状に着

目して、これからの食

料生産や輸入の進め

方についての学習問

題をつくり、追究の見

通しをもつ。 

○身近な料理の例を出しなが

ら、食料の輸入の現状について

複数の資料から調べ、気になっ

たことやさらに知りたいことを

出し合い、学習問題をつくる。 

◆身近な食料の中には、世界各

地からの輸入に頼っているもの

も多く、自分たちの現在の食生

活は国内産だけでなく外国産の

食料によっても支えられている

こと。 

①これまでの学習を振り返り、

輸入している食料があったこ

とを確認する。 

②どれぐらい食料を輸入して

いるのか、天ぷらそばと寿司の

食材を例にして調べる。どこか

ら食料を輸入しているのか、地

図などの資料から調べる。 

③主な食料の生産量と自給率

の変化のグラフを関連づけて

読み取り、気づいたことや感想

を話し合う。 

④知りたいことや気になるこ

とを出し合って整理し、学習問

題をつくる。予想や学習計画を

話し合う。 

 

 

 

 

【思判表】資料から読み取っ

たことをもとに、これからの

食料の生産や輸入に関する

学習問題をつくり、表現して

いる。（発）（ノ） 

 

【態】これからの食料の生産

や輸入に関して予想を話し

合い、それをもとに学習計画

を立て、主体的に追究しよう

としている。（発）（ノ） 

食料の輸入が

もたらすもの 

P114～115 

【配時１】 

食料の輸入について、

長所と短所、消費者と

生産者の立場など多

角的な視点で捉え、国

内の食料生産が向き

合う課題やその解決

策について考える。 

○食料の輸入がもたらす影響に

ついて複数の資料から調べ、課

題を整理し、これからの食料生

産にはどのような取り組みが必

要か話し合う。 

◆食料の輸入の増加には、豊富

な食材や安価な食材が入手でき

るメリットがある一方で、環境

に与える影響や、安全性、輸入が

止まったときのリスクなどの課

題もあること。 

①食料の輸入に関する資料を

教科書や資料集、新聞記事など

から見つける。 

②食料の輸入に伴うメリット・

長所と、課題・短所について、

それぞれ見つけた資料から調

べ、ノートなどに整理する。 

③整理したことをもとに、これ

からの輸入の進め方について

意見を出し合う。 

④生産者の立場で課題を見つ

め直し、国内の食料生産を続け

ていくために何に取り組むと

よいか考える。 

【知技】食料を輸入すること

の長所と短所について、資料

を的確に読み取って整理し、

安定的な食料の確保のため

には国内生産の果たす役割

も大きいことを捉えている。

（発）（ノ） 

食料を安定し

て生産し、とど

けるために 

P116～117 

【配時１】 

国内の食料生産の課

題を解決するための

取り組みに着目して、

国内で食料を生産し、

安定して確保するに

は様々な立場からの

協力が大切であるこ

とを捉える。 

○国内の食料生産を発展させて

いくための取り組みの例を各種

資料から見つけ、安定的な食料

の生産や確保のために大切なこ

とを整理して考える。 

◆国内の食料生産を発展させて

いくためには、生産者の工夫や

努力に加え、販売方法の工夫や、

地産地消の取り組みを通じた食

生活の見直しなども大切である

こと。 

①国内の食料生産を発展させ

ていくための取り組みの例を、

教科書や資料集、新聞記事など

から見つける。 

②国内の食料生産を発展させ

ていくために、誰がどのような

ことに取り組んでいるか、調べ

たことをノートなどに整理す

る。 

③調べてわかったこと、国内の

食料生産を続けていくうえで

大切だと思うことを話し合う。 

④食料生産と、地域の暮らしや

環境との関係について、資料を

読み取り感想を話し合う。 

【知技】国内の食料生産を発

展させていくための取り組

みについて、生産や販売、消

費などの面から多角的に捉

えている。（発）（ノ） 

学習問題 国内の食料生産を発展させていくためには、どうしていけばよいのだろう。 
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＜まとめる＞ 

＜つなげる＞ 

P118～119 

【配時２】 

これまでの学習を整

理して、国内の食料生

産の発展に向けてで

きることを、生産者の

立場と消費者の立場

を関連づけながら考

え、これからの生産や

食生活についての意

見をもつ。 

 

○二つの立場に分けて学習を整

理し、意見を交流しながら、これ

からの食料生産や食生活につい

て、最終的な自分の考えをまと

める。 

◆食料生産に関わる様々な立場

の人たちが、国内の生産の発展

を願い、様々な工夫や努力を重

ねてきたこと。消費者である自

分たちも、国内の食料生産の発

展に関わりがあること。 

①生産者と消費者それぞれの

立場で、国内の食料生産の発展

に向けてできることを考え、ふ

せんやカードに書く。 

②話し合って、意見を、すぐに

できることと時間がかかるこ

とに分けて、整理する。 

③それぞれの意見を関連づけ

て気づいたことを発表する。 

④意見を交流したあと、最後に

自分の考えをノートに書く。 

⑤p.6~7 を参考に、これまでの

学習の進め方を振り返り、改善

点などを話し合う。 

【思判表】食料生産に関わる

人々の働きや、消費と生産の

関わりなど、調べてわかった

ことをもとに、これからの食

料生産の発展について考え、

適切に表現している。（発）

（ノ） 

 

【態】調べたことを生かし

て、これからの食料生産の発

展や食生活のあり方につい

て自分の考えをまとめよう

としている。（発）（ノ） 
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大単元３ 未来をつくり出す工業生産 配当時間 23 時間 
教科書 ５ 

P122～173 

 

目  標 

●我が国の工業生産の現状について、国民生活との関連を踏ま

えて理解するとともに、地図帳や地球儀、統計などの各種の

基礎的資料を通して、情報を適切に調べまとめる技能を身に

付けるようにする。 

●我が国の工業生産が国民生活に果たす役割や工業生産に関

わる人々の働き、貿易や運輸の役割を多角的に考える力、工

業生産に見られる課題を把握してその解決に向けて考える

力、考えたことを説明したり、それらを基に議論したりする

力を養う。 

●我が国の工業生産について、主体的に学習の問題を解決しよ

うとする態度や、よりよい社会を考え学習したことを社会生

活に生かそうとする態度を養うとともに、多角的な思考や理

解を通して、我が国の産業の発展を願い我が国の将来を担う

国民としての自覚を養う。 

 

 

 

 

評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・我が国では様々な工業生産が行

われていることや、国土には工

業の盛んな地域が広がっている

こと及び工業製品は国民生活の

向上に重要な役割を果たしてい

ることを理解している。 

・工業生産に関わる人々は、消費

者の需要や社会の変化に対応

し、優れた製品を生産するよう

様々な工夫や努力をして、工業

生産を支えていることを理解し

ている。 

・貿易や運輸は、原材料の確保や

製品の販売などにおいて、工業

生産を支える重要な役割を果た

していることを理解している。 

・地図帳や地球儀、各種の資料で

調べ、まとめている。 

・工業の種類、工業の盛んな地域

の分布、工業製品の改良などに

着目して、工業生産の概要を捉

え、工業生産が国民生活に果た

す役割を考え、表現している。 

・製造の工程、工場相互の協力関

係、優れた技術などに着目し

て、工業生産に関わる人々の工

夫や努力を捉え、その働きを考

え、表現している。 

・交通網の広がり、外国との関わ

りなどに着目して、貿易や運輸

の様子を捉え、それらの役割を

考え、表現している。 

・我が国の工業生産について、主体

的に問題解決しようとしたり、そ

の発展について多角的に考えよう

としたりしている。 
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大単元の構成 

 

 
オリエンテーション ① 

 

         

        
１ 自動車の生産にはげむ人々 ⑨ 

〈せんたく〉製鉄にたずさわる人々／石

油の加工にたずさわる人々 

  
２ 日本の工業生産と貿易・運輸 

⑤ 

  

３ 日本の工業生産の今と未来 ⑧   
  

          

変わってきた自動車 ① 
  

自動車は世界へ ① 
  さまざまな製品をつくり出す工業 

① 
  

  

          
学習問題について予想して、 

学習計画を立てよう  ① 
  

自分で調べて考える 

 日本の主な輸出品と輸入品 ① 
  

工業のさかんな地域 ① 

          

大量に、むだなく、一つずつ ①   
自分で調べて考える 

工業生産と貿易との関係 ① 
  

大工場と中小工場のちがい ① 

          

組み立て工場のくふう ①   
自分で調べて考える 

貿易を支える輸送手段 ① 
  

日本の工業生産の変化 ① 

          

部品はどこから？ ①   まとめる ① 
  

増え続ける海外生産 ① 
 

          

完成した自動車をとどける人々 ①    
  国内で生産を続けていく中小工場 

～東大阪市の「ものづくり」～ ① 

          
自分で調べて考える 

新たな機能を生み出す人々 ② 
   

  これからの工業生産と 

わたしたちのくらし ① 

          

まとめる ① 
 

  
  

まとめる・つなげる ① 
 

        
 

○の中の数字は、配当時数。 
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小単元１ 自動車の生産にはげむ人々 配当時間 9 時間 
教科書 ５ 

P124～141 

 

目  標 

●我が国の自動車生産が、その生産に関わる人々の工夫や努力

によって支えられていることを理解するとともに、地図帳や

統計などの各種の基礎的資料を通して、情報を適切に調べま

とめる技能を身に付けるようにする。 

●自動車生産に関わる人々の働きを多角的に考える力、生産に

関わる課題を把握して、これからの自動車生産の発展につい

て考える力、考えたことを説明する力を養う。 

●我が国の自動車生産について、主体的に学習の問題を解決し

ようとする態度を養うとともに、多角的な思考や理解を通し

て、我が国の産業の発展を願い我が国の将来を担う国民とし

ての自覚を養う。 

 

 

評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・製造の工程、工場相互の協力関

係、優れた技術などについて、写

真や統計などで調べて、必要な情

報を集め、読み取り、自動車生産

に関わる人々の工夫や努力を理解

している。 

・調べたことを文や表などにまと

め、自動車生産に関わる人々は、

消費者の需要や社会の変化に対応

し、優れた製品を生産するよう

様々な工夫や努力をして、工業生

産を支えていることを理解してい

る。 

・製造の工程、工場相互の協力関

係、優れた技術などに着目して、

問いを見いだし、自動車生産に関

わる人々の工夫や努力について考

え表現している。 

・自動車生産に関わる人々の様々な

工夫や努力を総合して、それらの

人々の働きを考えたり、学習した

ことをもとにこれからの自動車生

産の発展について考えたりして、

適切に表現している。 

・我が国の自動車生産について、予想

や学習計画を立てたり、見直したり

して、主体的に学習問題を追究し、

解決しようとしている。 

・学習したことをもとにこれからの

自動車生産の発展について考えよ

うとしている。 
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大単元名：３ 未来をつくり出す工業生産 【配当１時間】 
【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

＜オリエンテー

ション＞ 

工業製品とわ

たしたちのくら

し 

P122～123 

【配時１】 

身近にある様々な工

業製品や、昔と今の工

業製品の変化に着目

して、現在の工業製品

は人の手が加えられ

改良されてきたもの

であり、その生産が国

民生活を支えてきた

ことを捉える。 

○身近にある様々な工業製品に

ついて、イラストや写真などの

資料を使って調べ、自分たちの

暮らしと工業製品との関わりに

ついて、気づいたことや調べた

いことを話し合う。 

◆様々な種類の工業製品に囲ま

れて暮らしていること。工業製

品が改良されたり、新たに開発

されたりすることで暮らしが便

利になってきたこと。 

①台所のイラストと街の写真

から、身近にどのような工業製

品があるか読み取り、発表し合

う。 

②昔と今の工業製品を写真で

比べ、その変化について、暮ら

しの変化と関連づけながら考

える。 

③日本で多く生産されている

工業製品についてグラフから

読み取り、これから調べたいこ

とを話し合う。 

【知技】生活の中で様々な工

業製品が使われていること

や、人の手が加えられ改良さ

れてきた工業製品によって

生活が向上してきたことを

捉えている。（発）（ノ） 

 

 

小単元名：１ 自動車の生産にはげむ人々 【配当９時間】 
※「自動車の生産にはげむ人々」か、P142～145 の各内容のいずれかを選択して学習 

【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 
（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

変わってきた

自動車 

P124～125 

【配時１】 

昔と今の自動車の生

産方法や生産台数、車

体のデザインや性能

などの変化に着目し

て、今の自動車生産の

様子についての学習

問題をつくる。 

○昔と今の自動車、自動車生産

の様子を複数の写真やグラフな

どから読み取り、わかったこと

や調べたいことを整理して、学

習問題をつくる。 

◆自動車の性能は向上してきて

いる。また、昔よりも大量に生産

できるようになっている。 

①昔と今の自動車の違いを写

真から読み取り、発表し合う。 

②昔と今の自動車工場の様子

の違いを写真から読み取り、生

産台数の変化とも関連づけて

わかったことを発表し合う。 

③これまでの学習をもとに、自

動車の生産について調べたい

ことを出し合って整理し、学習

問題をつくる。 

 

 

 

 

【思判表】自動車の車体や性

能、生産の様子の変化につい

て資料から読み取ったこと

をもとに、現在の自動車生産

について予想し、学習問題を

つくるために考え、表現して

いる。（発）（ノ） 

学習問題につ 

い て 予 想 し

て、学習計画

を立てよう 

P126～127 

【配時１】 

自動車工場の立地や

規模、施設に着目し

て、生産の様子につい

て予想したり、調べた

いことを明確にした

りして、追究の見通し

をもつ。 

○自動車工場の立地や規模、施

設、生産の概要について、用意で

きる資料から調べ、さらに詳し

く調べたいことを話し合い、学

習計画を立てる。 

◆自動車工場では、広い土地に

様々な施設が建てられているこ

と。また、生産には多くの人とロ

ボットが携わっていることな

ど、生産の概要。 

①自動車工場の全景写真と配

置図を読み取り、工場の規模や

施設についてわかったことを

ノートなどに整理する。 

②前時の学習も振り返りなが

ら、自動車工場の生産の工程や

工夫について予想する。 

③自動車工場のパンフレット

やウェブサイトなどを参考に、

工場の生産の概要を調べ、予想

と照らし合わせる。 

④まだわからないこと、確かめ

たいことを話し合い、学習計画

（調べること、調べ方）を決め

てノートに整理する。 

【知技】工場全体の様子につ

いて、写真や地図などを互い

に照らし合わせるなどして、

具体的に読み取っている。

（発）（行） 

 

【態】自動車生産について、

予想したことを確かめたり、

不明な点を整理したりして

学習計画を立て、主体的に追

究しようとしている。（発）

（ノ） 

学習問題 自動車を生産する人々は、 
どのようにして自動車の性能を上げ、大量に生産しているのだろう。 
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大量に、むだな

く、一つずつ 

P128～129 

【配時１】 

人とロボットの分業

のもとで行われる自

動車の生産工程に着

目して、生産に込めら

れた様々な工夫や努

力、思いを捉える。 

○工場見学やそれに代わる資料

の読み取りから、自動車の生産

工程を調べ、そこに見られる工

夫や努力について話し合う。 

◆工場では様々な種類の自動車

を同じラインで大量に生産して

いること。多くの人たちとロボ

ットとの分業によって、効率的

に進められていること。 

①工程の写真の読み取り、実際

の工場見学などを通して、自動

車生産の各工程で人やロボッ

トがどのような作業をしてい

るか調べ、わかったことをノー

トなどに整理する。 

②ロボットの行う作業につい

て調べたことをもとに、ロボッ

トを導入している理由を考え、

話し合う。 

③人が行う作業について調べ

たことをもとに、その作業を人

が担う理由を考え、そこから働

く人たちの工夫や努力、思い、

人が働く価値について話し合

う。 

【知技】自動車生産はライン

に沿って人とロボットが作

業を分担したり、こまめに検

査したりすることによって、

品質を大事にしつつ効率的

に進められていることを理

解している。（発）（ノ） 

組み立て工場

のくふう 

P130～131 

【配時１】 

自動車組み立てライ

ンの具体的な作業に

着目して、大量生産を

支えている、効率のよ

い生産の工夫や努力

を捉える。調べてわか

ったことをもとに、次

に調べる問いを明確

にする。 

○工場見学やそれに代わる資料

の読み取りから、組み立てライ

ンで働く人たちの様子を調べ、

自動車生産の様々な工夫や努力

を整理したうえで、さらに調べ

たいことを話し合う。 

◆自動車工場では、ミスを防ぎ、

効率よい生産を保つために、

様々な工夫や努力をしているこ

と。 

①組み立てラインで大量に部

品を取り付けていく作業につ

いて、詳しくわかる資料を教科

書や資料集から見つける。 

②大量の部品を扱う作業の工

夫や努力について、見つけた資

料を読み取って調べる。 

③工場の生産工程についてわ

かったことをノートなどに整

理し、生産の中で全体的に取り

組んでいる工夫、気をつけてい

ることなどを話し合う。 

④これまでの学習をもとに、さ

らに調べたいことや新たに疑

問に思ったことを話し合い、当

初の計画に加える。 

【知技】大量生産を進めるう

えで必要な、作業のミスを防

ぐ工夫や、働きやすい環境を

整える取り組みについて、複

数の資料から的確に読み取

っている。（発）（ノ） 

 

【態】これまでの学習を踏ま

えて、まだわかっていないこ

と（新たな問い）を見いだし

て学習計画に書き加え、追究

しようとしている。（発）（ノ） 

部品はどこか

ら？ 

P132～133 

【配時１】 

部品調達の流れや部

品生産の工夫・努力に

着目して、自動車工場

を支える関連工場の

役割を捉える。 

○部品を生産し届ける工場につ

いて各種資料で調べ、部品調達

における工夫や、関連工場の役

割について考え、話し合う。 

◆多くの関連工場から正確に部

品が届くジャスト・イン・タイム

方式が、自動車工場の効率的な

生産を支えていること。 

①シート工場から組み立て工

場へ部品が届けられる様子を

写真や地図、工場の人の話から

読み取り、わかったことをノー

トなどに整理する。 

②整理したことをもとに、部品

の調達における工夫や、関連工

場で気をつけていることにつ

いて話し合う。 

③工場間の結びつきについて

わかる資料を読み取り、組み立

て工場と関連工場との関係性

について考えたことをノート

などに整理する。 

【知技】自動車生産を支える

関連工場の役割や、関連工場

と自動車工場との結びつき

について理解している。（発）

（ノ） 
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完成した自動

車をとどける

人々 

P134～135 

【配時１】 

自動車が工場から販

売店に届くまでの流

れに着目して、出荷に

関わる人たちの工夫

や努力、工場の立地と

輸送との関係につい

て捉える。 

○自動車の輸送の流れを複数の

資料から読み取り、新車を運ぶ

人たちの工夫や努力、輸送手段

の違いや工場立地との関連につ

いてわかったことを整理する。 

◆きずをつけず正確に運ぶ工夫

や努力、様々な輸送手段のはた

らきに支えられ、新車が各地に

届けられていること。工場は、資

材や製品を船やキャリアカーで

運びやすい立地にあること。 

①「自動車がとどくまで」の資

料をたどり、工場の港から販売

店に届くまでの流れをノート

などに整理する。 

②輸送に関わる人の話などを

読み取り、新車を運ぶ際の工夫

や注意している点をノートな

どに整理する。 

③地図資料などを読み取り、輸

送手段の使い分け方や、工場立

地と輸送との関係について考

えたことを話し合う。 

【知技】自動車が工場から消

費地へ届くまでには、様々な

輸送手段やそれに携わる人

たちの工夫や努力があるこ

と、輸送しやすい場所に工場

が立地していることを資料

から的確に読み取っている。

（発）（ノ） 

＜自分で調べ

て考える＞ 

新たな機能を

生み出す人々 

P136～140 

【配時２】 

新しい自動車や機能

の開発の様子に着目

して、自動車を生産す

る会社では、どのよう

にして消費者のニー

ズを反映した製品を

開発しているか考え

る。 

○自動車の新しい機能やその開

発について資料から調べ、消費

者のニーズとそれに応えようと

する人々の仕事内容や思いにつ

いて考え、話し合う。 

◆工場での生産とは違う部門

で、長い期間の研究開発、試作な

どを経て、新しい自動車や機能

が導入されること。消費者や社

会のニーズを的確に捉え、応え

ようとする人たちがいること。

環境に配慮した自動車、誰でも

使いやすい自動車、未来に向け

た自動運転車の生産などを進め

ていること。 

①新しい自動車を開発する際

の流れについて、資料から読み

取る。〈協働〉 

②近年開発されている自動車

とその機能について、また、自

動車会社が答えようとしてい

るニーズについて、資料から読

み取る。〈協働〉 

③自動車会社がどのような自

動車づくりを目指しているか

について、資料から読み取り考

える。〈個別〉 

④自動車の開発について、わか

ったこと・考えたことをノート

に整理し、意見を交換する。〈協

働〉 

【態】自動車を生産する会社

が、どのようにして消費者の

ニーズを反映した製品を開

発しているかについて、複数

の資料から読み取り、主体的

に追究し、自分の考えをまと

めようとしている。（発）（行）

（ノ） 

＜まとめる＞

P141 

【配時１】 

これまでの学習を整

理して、自動車の生産

に関わる人々の働き、

消費者のニーズや社

会の動向に対応する

工夫や努力について

理解し、日本の自動車

生産の特色について

考える。 

○これまでの学習をもとに、自

動車生産に関わる人々の工夫や

努力についてキャッチコピーの

形式で整理して、発表し合う。 

◆自動車を生産する人にとって

も、乗る人にとっても、安全な自

動車づくりが目指されているこ

と。 

①自動車の生産に関わる人々

の工夫や努力について、調べた

ことを付箋やカードに整理し

て共有する。 

②整理したことをもとに、各自

で日本の自動車生産を表すキ

ャッチコピーを考え、その言葉

にした理由とともに発表し合

う。 

【思判表】自動車の生産や輸

送、開発に携わる人々の工夫

や努力について整理したこ

とを総合して、社会に必要と

される製品や優れた製品を

消費者に届けようとしてい

ることなどを考え、適切に表

現している。（発）（ノ） 

【態】これまでの学習を生か

して、日本の自動車生産の特

色について、自分の考えをま

とめようとしている。（発）

（ノ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



32 

 

目  標 

●貿易や運輸が工業生産を支える重要な役割を果たしているこ

とを理解するとともに、地球儀や地図帳、統計などの各種の基礎

的資料を通して、情報を適切に調べまとめる技能を身に付けるよ

うにする。 

●貿易や運輸の役割を多角的に考える力、考えたことを説明する

力を養う。 

●貿易や運輸の様子について、主体的に学習の問題を解決しよう

とする態度を養う。 

 

 

 

 

評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・交通網の広がり、外国との関わりな

どについて、地図帳や地球儀、統計

などで調べて、必要な情報を集め、

読み取り、貿易や運輸の様子を理解

している。 

・調べたことを文や図表などにまと

め、貿易や運輸は、原材料の確保や

製品の販売などにおいて、工業生産

を支える重要な役割を果たしている

ことを理解している。 

・交通網の広がり、外国との関わりな

どに着目して、問いを見いだし、貿

易や運輸の様子について考え表現し

ている。 

・貿易や運輸の様子と、国土や工業生

産の様々な条件を関連付けて、貿易

や運輸の役割を考え、適切に表現し

ている。 

・貿易や運輸の様子について、予想や

学習計画を立て、主体的に学習問題

を追究し、解決しようとしている。 

  

小単元２ 日本の工業生産と貿易・運輸 配当時間 5 時間 
教科書 ５ 

P146～155 
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小単元名：２ 日本の工業生産と貿易・運輸 【配当 5 時間】 
【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

自動車は世界

へ 

P146～147 

【配時１】 

自動車の輸出や原油

の輸入の現状から、工

業生産における世界

各国との結びつきに

着目して学習問題を

つくり、追究の見通し

をもつ。 

○自動車の輸出や原油の輸入の

様子について各種資料から読み

取り、わかったことや調べたい

ことを整理して学習問題をつく

り、予想や学習計画について話

し合う。 

◆日本の自動車は、航路を利用

して世界各国に多く輸出されて

いること。一方で、燃料や原料と

なる原油のほとんどは、外国か

ら輸入していること。 

①前単元の学習を振り返った

あと、日本の自動車の主な輸出

先を、地図や地球儀から読み取

って調べる。 

②自動車の輸出や原油の輸入

に関する資料を読み取ってわ

かったことを整理し、外国との

行き来ができなくなるとどう

なるか、話し合う。 

③輸出や輸入について調べた

いことを出し合って整理し、学

習問題をつくる。 

 

 

 

④学習問題についての予想や

学習計画を話し合う。 

【思判表】自動車の輸出や原

油の輸入に関する資料から

読み取ったことをもとに、日

本と外国との貿易関係につ

いての学習問題をつくり、表

現している。（発）（ノ） 

 

【態】日本と外国との貿易関

係について予想し、それをも

とに学習計画を立て、主体的

に追究しようとしている。

（発）（ノ） 

＜自分で調べ

て考える＞ 

日本の主な輸

出品と輸入品 

P148～150 

【配時１】 

日本の主な輸出入品

の種類とその相手先、

輸出入の変化に着目

して、日本の貿易の特

色を考える。 

○日本の主な輸出入の品目や相

手先の国々について複数の資料

から読み取り、わかったことを

話し合う。 

◆日本は近隣の国々を中心に、

多くの工業製品を輸出している

こと。燃料や原料を遠くの国か

らも多く輸入していること。近

年は、機械類や衣類などの製品

の輸入が増えていること。 

①日本の主な輸出品と輸出相手

先を、資料から読み取る。〈協働〉 

②以前と比べて日本の輸出は

どう変わったか、また、日本の

輸出にはどのような特徴があ

るか、資料から読み取り考え

る。〈個別〉 

③日本の主な輸入品や輸入相手

先を、資料から読み取る。〈協働〉 

④以前と比べて日本の輸入は

どう変わったか、また、日本の

輸入には、どのような特徴があ

るか、資料から読み取り考え

る。〈個別〉 

⑤日本の貿易の特徴について、

わかったこと・考えたことをノ

ートに整理し、意見を交換す

る。〈協働〉 

【態】日本の主な輸出入の品

目や相手先の国々、日本の貿

易の特色について、複数の資

料から読み取り、主体的に追

究し、自分の考えをまとめよ

うとしている。（発）（行）（ノ） 

＜自分で調べ

て考える＞ 

工業生産と貿

易との関係 

P151～152 

【配時１】 

輸入に依存している

燃料や原料、輸出の割

合が多い工業製品な

どに着目して、日本の

工業生産と貿易との

関係について考える。 

○天然資源の輸入や工業製品の

輸出、世界との貿易関係につい

て各種資料から読み取り、日本

の工業生産と貿易との関わりに

ついて考える。 

◆日本は天然資源に恵まれない

ため、工業生産に使う燃料や原

料を輸入に頼っていること。一

方で、優れた技術を生かした製

品を輸出することで、日本の工

業生産は成り立っていること。 

①輸入の割合が高い天然資源、

輸出の割合が高い工業製品を、

資料から読み取る。〈協働〉 

②調べたことをもとに、日本の

工業生産と貿易との関係につ

いて考える。〈個別〉 

③日本の工業生産と貿易との

関係について、わかったこと・

考えたことをノートに整理し、

意見を交換する。〈協働〉 

【態】日本の工業生産と貿易

との関係について、複数の資

料から読み取り、主体的に追

究し、自分の考えをまとめよ

うとしている。（発）（行）（ノ） 

学習問題 日本の貿易には、どのような特色や役割があるのだろう。 
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＜自分で調べ

て考える＞ 

貿易を支える

輸送手段 

P153～154 

【配時１】 

輸出入の際に利用す

る輸送手段に着目し

て、日本の貿易ではど

のようにして原料や

製品を輸送している

か考える。 

○各種の輸送手段の特色や使い

分けを資料から読み取り、貿易

における運輸の果たす役割につ

いて考える。 

◆海に囲まれた日本では、輸出

入品は船や航空機を利用して、

各地の港や空港を通して輸送さ

れていること。それぞれの輸送

手段の利点を生かした運輸のは

たらきが、工業生産と貿易を支

えていること。 

①船・トラック・航空機・鉄道、

それぞれの輸送手段の特色を、

資料から読み取る。〈協働〉 

②調べたことをもとに、各種の

輸送手段がどのように使い分

けられているか、また日本の貿

易において運輸が果たす役割

について考える。〈個別〉 

③日本の貿易ではどのように

原料や製品を輸送しているか

について、わかったこと・考え

たことをノートに整理し、意見

を交換する。〈協働〉 

【態】日本の貿易における運

輸の果たす役割について、複

数の資料から読み取り、主体

的に追究し、自分の考えをま

とめようとしている。（発）

（行）（ノ） 

＜まとめる＞

P155 

【配時１】 

日本の主な輸入品や

輸出品、輸送手段など

を整理して、日本の貿

易・運輸の特色や役割

について考える。 

○日本の主な輸入品や輸出品、

貿易相手先などを整理し、日本

の貿易やそれに関わる運輸の特

色や役割について考え、話し合

う。 

◆日本の工業生産は、発達した

輸送手段や交通網によって、外

国から燃料や部品などを輸入

し、製品を輸出することで成り

立っていること。 

①これまでの学習を振り返り、

日本の主な輸入品や輸出品、貿

易相手先、輸送手段などを整理

する。 

②整理したことをもとに、日本

の貿易の特色だといえること

を考えて書き表し、それらと関

連する国土の特色や工業生産

の特色について話し合う。 

③貿易や運輸は、日本の工業生

産にどのような役割を果たし

ているか、最終的な考えをまと

め発表し合う。 

【知技】日本の貿易や運輸の

特色を整理し、貿易や運輸が

工業生産を支える重要な役

割を果たしていることを理

解している。（ノ）（テ） 

 

【思判表】調べたことをもと

に、工業生産と貿易・運輸の

はたらきを関連づけながら、

貿易や運輸の果たす役割に

ついて考え、適切に表現して

いる。（発）（ノ） 
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小単元３ 日本の工業生産の今と未来 配当時間 8 時間 
教科書 ５ 

P157～171 

 

目  標 

●我が国の工業生産の概要や、工業生産が国民生活の向上に重

要な役割を果たしていることを理解するとともに、地図帳や

地球儀、統計などの各種の基礎的資料を通して、情報を適切

に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

●我が国の工業生産の概要や特色、工業生産が国民生活に果た

す役割を多角的に考える力、工業生産に見られる課題を把握

してその解決に向けて多角的に考える力、考えたことを説明

したり、それらを基に議論したりする力を養う。 

●我が国の工業生産の概要や特色について、主体的に学習の問

題を解決しようとする態度を養うとともに、多角的な思考や

理解を通して、我が国の産業の発展を願い我が国の将来を担

う国民としての自覚を養う。 

 

 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・工業の種類、工業の盛んな地域の分

布、工業製品の改良などについて、

地図帳や地球儀、統計などで調べ

て、必要な情報を集め、読み取り、

工業生産の概要を理解している。 

・調べたことを文や白地図などにまと

め、我が国では様々な工業生産が行

われていることや、国土には工業の

盛んな地域が広がっていること、工

業製品は国民生活の向上に重要な役

割を果たしていることを理解してい

る。 

・工業の種類、工業の盛んな地域の分

布、工業製品の改良や開発などに着

目して、問いを見いだし、工業生産

の概要や特色について考え表現して

いる。 

・身のまわりの工業製品の種類や様々

な製品の改良・開発の例を総合して、

工業生産が国民生活に果たす役割を

考えたり、学習したことをもとに、こ

れからの工業の発展に向けて大切な

ことを消費者や生産者の立場から多

角的に考えたりして、適切に表現し

ている。 

・我が国の工業生産の概要や特色につ

いて、予想や学習計画を立てたり、見

直したりして、主体的に学習問題を

追究し、解決しようとしている。 

・学習したことをもとに、これからの

工業の発展について消費者や生産者

の立場から多角的に考えようとして

いる。 
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小単元名：３ 日本の工業生産の今と未来 【配当８時間】 
【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

さまざまな製品

をつくり出す工

業 

P156～157 

【配時１】 

身近な工業製品の生

産の現状から、国内の

工業の産地や工業生

産額、工業の種類など

に着目して学習問題

をつくり、追究の見通

しをもつ。 

○身近な工業製品の産地を調べ

て白地図に整理したり、日本の

工業生産額の変化を資料から読

み取ったりして、わかったこと

やさらに調べたいことを話し合

い、学習問題をつくる。 

◆身のまわりには様々な種類の

工業製品があり、国内や海外の

各地で生産されていること。現

在の日本では機械・化学などの

重化学工業が中心であること。 

①これまでの学習に出てきた

工業製品や身近な工業製品が

どこで生産されているか、商品

パッケージや地図帳などで調

べ、白地図に整理する。 

②整理した白地図を見て、産地

の分布や製品の種類について

気づいたことを話し合う。 

③日本の工業生産額の変化を

資料から読み取り、日本ではど

のような種類の工業生産がさ

かんなのかを話し合う。 

④日本の工業生産についてさ

らに調べたいことを話し合っ

て整理し、学習問題をつくる。 

 

 

 

⑤学習問題についての予想や

学習計画を話し合う。 

【思判表】工業の種類、工業

生産額の変化や割合などに

関する資料から読み取った

ことをもとに、日本の工業生

産に関する学習問題をつく

り、表現している。（発）（ノ） 

 

【態】日本の工業生産の現状

について予想し、それをもと

に学習計画を立て、主体的に

追究しようとしている。（発）

（ノ） 

工業のさかん

な地域 

P158～159 

【配時１】 

工業地帯・工業地域の

分布や生産額などに

着目して、工業のさか

んな地域の広がりや

そこでの工業がさか

んな理由を様々な条

件と関連づけて捉え

る。 

○工業のさかんな地域の分布や

各地域の特色を地図やグラフな

どの資料から読み取り、その分

布の様子や理由について考え、

話し合う。 

◆工業地帯や工業地域は、太平

洋側を中心に、海運を利用しや

すい海沿いの地域に多く分布し

ていること。高速道路や空港に

近い内陸部にも工業地域は広が

り、これらの分布は、土地の条件

や交通網の発達などと関係があ

ること。 

①工業のさかんな地域はどの

あたりに広がっているか、地図

資料で調べ、前時の白地図に書

き加えるなどして整理する。 

②工業のさかんな各地域で生

産がさかんな工業の種類につ

いて、グラフや写真を読み取

り、わかったことを話し合う。 

③地図帳も活用しながら、これ

らの地域でなぜ工業がさかん

なのか、土地の条件や交通網、

貿易の特色などと関連づけな

がら考え、話し合う。 

【知技】工業がさかんな地域

の分布や生産の割合が多い

工業の種類を資料から的確

に読み取り、それらの地域が

生産や輸送に適した様々な

条件を備えていることを捉

えている。（発）（ノ） 

大工場と中小

工場のちがい 

P160～161 

【配時１】 

工場の規模別の割合

や、東京都大田区の中

小工場の生産の様子

などに着目して、中小

工場の生産の特色、国

内の工業生産に果た

す中小工場の役割を

捉える。 

○写真やグラフなどの比較を通

して、大工場と中小工場の生産

の特色について調べ、中小工場

の果たす役割について考える。 

◆日本にある工場の多くが中小

工場であるように、国内の工業

生産に占める中小工場の割合は

大きいこと。中小工場の密集す

る地域では、工場間で協力しな

がら、高い技術を生かした生産

をしていること。 

①大工場と中小工場の違いを

比べることのできる資料を教

科書や資料集から見つけて調

べ、それぞれの特色をノートな

どに整理する。 

②中小工場が密集する地域の

工業生産の様子を教科書や資

料集から見つけて調べ、中小工

場の生産についてわかったこ

とをノートなどに整理する。 

③中小工場が日本の工業に果

たす役割について、これまでの

学習をもとに考え、話し合う。 

【知技】高い技術を生かした

中小工場の生産の工夫や努

力、大工場との特色の違いな

どを資料から的確に読み取

り、中小工場が日本の工業生

産に果たす役割について捉

えている。（発）（ノ） 

学習問題 日本の工業生産には、どのような特色があるのだろう。 
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日本の工業生

産の変化 

P162～163 

【配時１】 

海外への生産の移転

など、日本の工業を取

り巻く変化に着目し

て、日本の工業生産の

現状や課題を捉える。 

○国内の工場数の変化など、日

本の工業生産の現状について複

数の資料を関連づけて読み取

り、これまでに調べた特色を整

理したうえで、日本の工業生産

についてさらに考える。 

◆海外への生産の移転が進み、

国内の工場数や工場で働く人の

数は減っていること。 

①主な電化製品の国内生産台

数の変化と、国内の工場数や働

く人の数の変化をグラフから

読み取り、それぞれの変化を関

連づけてわかることを発表し

合う。 

②国内の工業生産が海外へ移

っている現状を資料から読み

取り、気になったことを話し合

う。 

③これまでの学習を振り返り、

今の日本の工業の特色につい

て整理し、発表し合う。 

④整理した特色と関連づけな

がら、疑問に思ったこと、さら

に調べたいことをまとめる。 

【思判表】これまでに調べた

事実を根拠にして、日本の工

業生産の特色を整理し、そこ

に見られる課題や日本の工

業の未来を考え、表現してい

る。（発）（ノ） 

 

【態】学習問題に即して調べ

てきたことを振り返り、さら

に調べる必要があることな

どを確かめ合い、追究しよう

としている。（発）（ノ） 

増え続ける海

外生産 

P164～165 

【配時１】 

日本の自動車の海外

生産の広がりに着目

して、海外生産が増え

ている理由や、その影

響について多角的に

捉える。 

○日本の自動車の海外生産が増

えている様子とその理由を資料

から読み取り、海外生産が増え

ることの影響について話し合

う。 

◆日本の自動車の海外生産は、

外国からの要求をきっかけに増

え続けており、世界各地に工場

が広がっていること。海外生産

の増加には、費用の削減、現地の

産業発展などの好影響がある反

面、国内生産の縮小、災害や事件

への対応といった課題もあるこ

と。 

①日本の自動車の国内生産台

数と海外生産台数の変化をグ

ラフから読み取り、気づいたこ

とを話し合う。 

②どうして海外生産が増えた

のか、関連する資料を見つけて

読み取り、わかったことを話し

合う。 

③世界に広がる日本の自動車

工場や海外生産の様子を、地図

や海外で働いた人の話などか

ら読み取り、ノートなどに整理

する。 

④海外生産が増えることの長

所と短所を考え、話し合う。 

【知技】海外生産が増加して

きた理由やその影響につい

て、複数の資料をもとに日本

と外国のそれぞれの立場か

ら多角的に読み取っている。

（発）（ノ） 

国内で生産を

続けていく中小

工場～東大阪

市の「ものづく

り」～ 

P166～167 

【配時１】 

国内で生産を続けて

いる大阪府東大阪市

の中小工場の優れた

技術や発想力に着目

して、日本の工業生産

の発展につながる

人々の工夫や努力を

捉える。 

○東大阪市の中小工場の製品・

生産の様子を複数の資料から読

み取り、その特色や強みについ

て気づいたことを話し合う。 

◆高い技術やアイデアを生かし

て、世界に通用する高品質の製

品や、環境に配慮した製品など、

特色ある「ものづくり」を進め、

生産を続けていこうとしている

中小工場があること。 

①国内には中小工場が密集す

る地域があったことを振り返

り、特に工場が多く集まる東大

阪市では、国内生産を続けるた

めに何をしているか予想する。 

②東大阪市で優れた製品を開

発・生産している中小工場の様

子がわかる資料を教科書から

見つけて調べ、気づいたことを

ノートなどに整理する。 

③整理したことをもとに、東大

阪市の工業の強みについて考

え、話し合う。 

【知技】中小工場の優れた技

術や豊富なアイデアを生か

した生産の様子、生産を続け

ていこうとする人々の思い

について、複数の資料から読

み取っている。（発）（ノ） 
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これからの工

業生産とわたし

たちのくらし 

P168～169 

【配時１】 

競争力の高い製品や

社会のニーズが高ま

っている製品の開発・

生産に着目して、国内

の工業生産の発展が

人々の生活を支えて

いる様子を捉える。 

○近年注目されている具体的な

工業製品の例を複数の資料から

探し、工業生産が人々の暮らし

に果たす役割や、これからの工

業生産の発展について話し合

う。 

◆自分たちの暮らしを様々な面

で支え、豊かにする工業製品の

開発・生産が進んでいること。こ

れからの社会のニーズに応える

製品の開発、伝統技術などの強

みを生かした製品の生産など

が、国内の工業生産の発展にも

つながっていくこと。 

①国内で新たに開発・生産が

進められている工業製品、こ

れからますます社会に求めら

れる工業製品の例を、教科書

や資料集、新聞記事などから

見つける。 

②国内の工業生産に見られる

特色や強みについて、見つけた

資料から調べ、ノートなどに整

理する。 

③整理したことをもとに、工業

生産が人々の暮らしにもたら

すものや、これからも国内で工

業生産を続けていくうえで大

切だと思うことについて話し

合う。 

【知技】これからの社会に求

められる様々な分野で工業

製品の開発が進んでいるこ

とを複数の事例から読み取

り、工業生産の発展やその役

割について、人々の生活と関

連づけて捉えている。（発）

（ノ） 

＜まとめる＞ 

＜つなげる＞ 

P170～171 

【配時１】 

日本の工業生産の特

色や強み、課題を捉え

直し、課題解決に向け

た強みの生かし方を

考え、これからの工業

生産の発展について

の意見をもつ。 

○調べてきた日本の工業の特色

をふせんやカードに整理・分類・

順位づけして、順位づけの理由

や意見を交流しながら、これか

らの工業生産について最終的な

自分の意見をまとめる。 

◆日本には、高い技術や豊富な

アイデア、新たな分野に取り組

む熱意をもった工場が多くあ

り、多様な製品の開発・生産がで

きること。これらの強みを生か

すことが、国内の工業の発展や

国民生活の向上につながるこ

と。 

①これまで調べたことをもと

に、日本の工業生産の特色を各

自でふせんやカードに整理す

る。 

②ふせんやカードを集めて分

類し、4 つの「強み」にまと

める。 

③どの「強み」を生かすことが

特に大切だと思うか、順位づけ

をして、理由とともに意見を交

流する。 

④交流した意見も踏まえ、日本

の工業生産の未来の方向性に

ついて、自分の考えをまとめ

る。 

⑤p.6~7 を参考に、これまでの

学習の進め方を振り返り、改善

点などを話し合う。 

【思判表】調べたことを分

類・整理して日本の工業生産

の強みと課題を理解し、日本

の工業が発展するためにど

の強みを生かしていけばよ

いか多角的に考え、適切に表

現している。（発）（ノ） 

 

【態】これまで学習したこ

とを生かして、日本の工業

生産の発展について自分の

考えをまとめようとしてい

る。（発）（ノ） 
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大単元４ 未来とつながる情報 配当時間 13 時間 
教科書 ５ 

P174～207 

 

目  標 

●我が国の社会の情報化と産業の関わりについて、国民生活と

の関連を踏まえて理解するとともに、聞き取り調査や、映像

や新聞などの各種の基礎的資料を通して、情報を適切に調べ

まとめる技能を身に付けるようにする。 

●放送、新聞などの産業が国民生活に果たす役割や、情報を生

かして発展する産業が国民生活に果たす役割を多角的に考

える力、考えたことを説明したり、それらを基に議論したり

する力を養う。 

●我が国の社会の情報化と産業の関わりについて、主体的に学

習の問題を解決しようとする態度や、よりよい社会を考え学

習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うととも

に、多角的な思考や理解を通して、我が国の産業の発展を願

い我が国の将来を担う国民としての自覚を養う。 

 

 

評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・放送、新聞などの産業は、国民生活

に大きな影響を及ぼしていることを

理解している。 

・大量の情報や情報通信技術の活用

は、様々な産業を発展させ、国民生

活を向上させていることを理解して

いる。 

・聞き取り調査をしたり映像や新聞な

どの各種資料で調べたりして、まと

めている。 

・情報を集め発信するまでの工夫や努

力などに着目して、放送、新聞など

の産業の様子を捉え、それらの産業

が国民生活に果たす役割を考え、表

現している。 

・情報の種類、情報の活用の仕方など

に着目して、産業における情報活用

の現状を捉え、情報を生かして発展

する産業が国民生活に果たす役割を

考え、表現している。 

・我が国の社会の情報化と産業の関わ

りについて、主体的に問題解決しよう

としたり、よりよい社会を考え、学習

したことを社会生活に生かそうとし

たりしている。 
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大単元の構成 
 
 

 
オリエンテーション ① 

  
   

 
   

１ 情報を伝える人々とわたしたち ⑥ 

〈せんたく〉新聞社のはたらきとわたしたちのくらし 

  ２ くらしと産業を変える情報通信技術 ⑥ 

〈せんたく〉観光に生かす情報通信技術／健康なくらしを

支える情報通信技術／大量の情報を生かす運輸・流通のし

くみ 

  

      

情報はどこから？ ①   くらしの中に広がる情報通信技術（ＩＣＴ） ① 
  

      

放送局がつくるニュース番組ができるまで ①   店で活用する情報通信技術 ① 

      

ニュースにかける思い ①   大量の情報を生かそうとする人たち ① 

      

マスメディアとしての責任 ①   情報通信技術によって広がるサービス ① 

      

メディアの変化と、放送局の取り組み ①   これからの情報通信技術とわたしたちのくらし ① 

      

まとめる ① 
  

まとめる・つなげる ① 
  

 

 

○の中の数字は、配当時数。 
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小単元１ 情報を伝える人々とわたしたち 配当時間 6 時間 
教科書 ５ 

P176～187 

 

目  標 

●放送、新聞などの産業は、国民生活に大きな影響を及ぼして

いることを理解するとともに、聞き取り調査や、映像や新聞

などの各種の基礎的資料を通して、情報を適切に調べまとめ

る技能を身に付けるようにする。 

●放送、新聞などの産業が国民生活に果たす役割、情報の有効

活用について多角的に考える力、考えたことを説明する力を

養う。 

●放送、新聞などの産業と情報の関わりについて、主体的に学

習の問題を解決しようとする態度や、よりよい社会を考え学

習したことを社会生活に生かそうとする態度を養う。 

 

 

 

 

評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・情報を集め発信するまでの工夫や努

力などについて、聞き取り調査をし

たり映像や新聞などで調べたりし

て、必要な情報を集め、読み取り、

放送、新聞などの産業の様子を理解

している。 

・調べたことを文や表などにまとめ、

放送、新聞などの産業は、国民生活

に大きな影響を及ぼしていることを

理解している。 

・情報を集め発信するまでの工夫や努

力などに着目して、問いを見いだ

し、放送、新聞などの産業の様子に

ついて考え表現している。 

・放送局の情報を扱う際の工夫や努力

などを総合して、放送、新聞などの

産業が国民生活に果たす役割を考え

たり、学習したことをもとに、情報

を有効に活用するうえで大切なこと

を情報の送り手と受け手の立場から

多角的に考えたりして、適切に表現

している。 

・放送、新聞などの産業と情報の関わ

りについて、予想や学習計画を立て、

主体的に学習問題を追究し、解決し

ようとしている。 

・学習したことをもとに、情報の有効

活用について送り手と受け手の立場

から多角的に考えようとしている。 
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大単元名：４ 未来とつながる情報 【配当１時間】 
【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

＜オリエンテー

ション＞ 

身のまわりの

情報 

P174～175 

【配時１】 

日常生活の中で得ら

れる情報の種類やそ

れらを入手する手段

に着目して、情報と生

活との関わりについ

て関心をもつ。 

○イラスト資料などを読み取

り、身のまわりの情報が、誰に向

けて、なんのために発信されて

いるか、情報を普段どのように

利用しているか、話し合う。 

◆様々な相手や目的を意識した

情報が、自分たちの身のまわり

にあふれていること。 

①自分たちの身のまわりには

どのような情報があり、何を通

して伝えられているか、イラス

トや写真から見つけ出す。 

②見つけた情報が、誰に向けた

ものか、なんのためのものか、

話し合いを通して考え、ノート

などに整理する。 

③整理したことをもとに、自分

たちが、情報を普段どのように

利用しているか、生活経験をも

とに話し合う。 

【知技】人々が生活の中で

様々な情報を入手し、生かし

ている例を、イラストや写真

から数多く読み取っている。 

（発）（ノ） 

 

 

小単元名：１ 情報を伝える人々とわたしたち 【配当６時間】 
※「情報を伝える人々とわたしたち」か、P188～189 の内容のいずれかを選択して学習 

【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 
（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

情報はどこか

ら？ 

P176～177 

【配時１】 

自分たちが各種メデ

ィアを利用して情報

を受け取っているこ

とに着目して、それら

の情報を発信する産

業に関心をもち、学習

問題をつくる。 

○情報を入手する手段につい

て、アンケート調査や資料をも

とに調べ、多くの人に情報を発

信する人たちの仕事について、

調べたいことを整理し、学習問

題をつくる。 

◆わたしたちは様々なメディア

から情報を入手して暮らしてい

ること。多くの人が利用するテ

レビ放送は、放送局から発信さ

れて届く仕組みが整えられてい

ること。 

①クラスのメディア利用の実

態を集計して、その結果から、

自分たちがどのように情報を

入手しているか話し合う。 

②社会全体ではどのメディア

を通して情報を入手すること

が多いか、資料から確かめる。 

③多くの人が利用するテレビ

放送の仕組みや放送内容を図

やグラフから確かめたあと、実

際のニュース映像の一部を視

聴して「わかりやすい」と感じ

る点を話し合う。 

④放送局の仕事について、さら

に調べたいことを話し合って

整理し、学習問題をつくる。 

 

 

 

【思判表】調査結果や資料を

もとに、多くの人々が情報を

得ているメディアを捉え、そ

の情報の発信に関わる人々

の取り組みについて学習問

題をつくり、表現している。

（発）（ノ） 

放送局がつくる

ニュース番組

ができるまで 

P178～179 

【配時１】 

前時までの学習をも

とに、予想と学習計画

を立て、追究の見通し

をもつ。ニュース番組

が放送されるまでの

流れに着目して、放送

局の人々が情報をど

のように伝えている

かを捉える。 

○予想に基づく学習計画を立て

たあと、テレビのニュース番組

が放送されるまでの様子を、順

を追って写真から読み取り、わ

かったことを整理する。 

◆放送局では多くの人々が働

き、広く集めた情報の中から放

送するものを選び、わかりやす

く編集して放送していること。 

①前時の学習問題について予

想し、調べることを確かめ、学

習計画を立てる。 

②放送局におけるニュース番

組の制作の流れを写真から読

み取り、ノートなどに整理す

る。 

③整理したことをもとに、放送

局の人々が情報をどのように

扱っているか、わかったことを

話し合う。 

【態】前時までの学習や資料

を根拠にして、放送局の取り

組みについて予想し、それを

もとに学習計画を立て、主体

的に追究しようとしている。

（発）（ノ） 

 

【知技】ニュースが伝えられ

るまでの流れや、放送局の

人々の情報の扱いについて、

資料から的確に読み取って

いる。（発）（ノ） 

学習問題 放送局の人々は、 
多くの人に情報を伝えるうえで、どのような取り組みをしているのだろう。 
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ニュースにか

ける思い 

P180～181 

【配時１】 

ニュース番組制作の

中での工夫や努力に

着目して、放送局の

様々な人たちが、多く

の人々に役立つ情報

を正確に伝えようと

していることを捉え

る。 

○ニュース番組制作に関わる

人々の仕事について１日のスケ

ジュールを通じて調べ、放送局

の人々が気をつけていることに

ついて話し合う。 

◆放送局の人々は、次々に届く

取材情報の中から、多くの人に

とって必要な情報を選んで編

集・放送していること。また、制

作の各場面で、情報を正確に伝

える工夫や努力をしているこ

と。 

①「ある日のニュース番組が放

送されるまで」の資料から、番

組制作のスケジュールや制作

に関わる人々の仕事を読み取

る。 

②番組制作の各場面でどのよ

うなことに気をつけているか、

写真資料や編集責任者の話な

どをもとに調べ、わかったこと

をノートなどに整理する。 

③整理したことをもとに、放送

局で働く人たちが気をつけて

いること、大切にしていること

について考えをまとめ、話し合

う。 

【知技】ニュース番組を制作

する放送局の人々が気をつ

けていること、大切にしてい

ることを、複数の資料を関連

づけて読み取っている。（発）

（ノ） 

マスメディアと

しての責任 

P182～183 

【配時１】 

放送局の人々が情報

を選ぶときの視点や、

情報が人々の行動に

与える影響に着目し

て、マスメディアが発

信する情報と自分た

ちの生活が深く関わ

っていることを捉え

る。 

○放送局が情報を選ぶ際の考え

方、自分たちが情報を受け取る

際の影響について各種資料から

調べ、マスメディアとしての放

送局に求められることについて

話し合う。 

◆マスメディアが発信する情報

は、社会に広く影響を及ぼすこ

と。放送局の人々は、社会の出来

事や人々の関心に注意を払いな

がら、責任感をもって情報発信

に努めていること。 

①放送局ではどのような点に

注意して放送するニュースを

選んでいるか、編集責任者の話

から読み取り、ノートなどに整

理する。 

②教科書の資料やテレビ番組

表などを参考にして、自分たち

がマスメディアの情報をどの

ように生かし、どのような影響

を受けているかについて考え、

話し合う。 

③情報を広く発信する放送局

に求められることは何か、これ

までの学習を関連づけて考え、

話し合う。 

【知技】マスメディアが発信

する情報と自分たちの生活

とは深く関わっており、放送

局の人々はその影響の大き

さや責任を感じながら、伝え

る情報を選んでいることを

捉えている。（発）（ノ） 

メディアの変化

と、放送局の取

り組み 

P184～185 

【配時１】 

放送局によるテレビ

以外のメディア活用

例などを通して、各種

メディアの特徴や利

用状況の変化につい

てとらえ、その活用の

仕方について多角的

に考える。 

○メディア利用の変化とそれに

関連する取り組みを資料から読

み取り、各種メディアの特徴や

活用の仕方について話し合う。 

◆様々な情報通信機器やメディ

アが普及し、情報の受け取り方

や発信方法も多様になっている

こと。人々は、状況に応じて各種

メディアを使い分けたり組み合

わせたりしながら、必要な情報

を受け取り、発信していること。 

①情報通信機器の普及と、放送

局が取り組んでいるインター

ネットでの番組配信を関連づ

けて読み取り、わかることを話

し合う。 

②様々なメディアの特徴や活

用例がわかる資料を教科書や

資料集などから見つけ、それぞ

れの長所や短所を表に整理す

る。 

③整理したことをもとに、各種

メディアを自分たちがどう活

用すればよいか、情報の受信者

と発信者の二つの立場から考

え、話し合う。 

【知技】各種メディアの特徴

を比較しながら理解し、状況

や入手したい情報に応じて

メディアを使い分けること

や、情報をより効果的に発信

するために複数のメディア

を活用することの必要性を

捉えている。（発）（ノ） 
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＜まとめる＞ 

P186～187 

【配時１】 

これまでの学習を整

理して、マスメディア

の発信する情報が社

会に与える影響を捉

え直し、自分たちは情

報をどのように受け

取り、生かしていけば

よいのかを考える。 

○これまでの学習をもとに、マ

スメディアに関わる人々の工夫

や努力についてカードに整理し

て、情報を扱ううえで大切なこ

とを自分たちの生活と関連づけ

ながら話し合う。 

◆多くの人に、重要な情報を正

確に伝えるマスメディアの役割

と、その影響に伴う責任の大き

さ。各種メディアの特徴をふま

え、情報の正確性やかたよりに

気をつけながら、情報を受け取

り生かしていくことの大切さ。 

①情報を広く発信する放送局

の人々の工夫や努力について、

調べたことをカードやふせん

に整理し、なぜそうしているの

かを考え、話し合う。 

②マスメディアが気をつけて

いること、大切にしていること

を、自分たちの生活や情報の社

会的影響と関連づけて考え、ノ

ートなどに整理する。 

③整理したことを踏まえ、自分

たちが多様なメディアからど

のように情報を受け取り、生活

に生かしていけばよいのか話

し合い、最終的な自分の考えを

まとめる。 

【知技】放送局の人々の工夫

や努力について整理し、マス

メディアの情報が人々の生

活に与える影響が大きいこ

とや、その責任を感じ、重要

な情報をより多くの人々に

できるだけ速く、正確に伝え

ようとしていることを理解

している。（発）（ノ） 

 

【思判表】調べたことを根拠

にして、マスメディアの情報

発信における影響の大きさ

や責任と、自分たちの情報の

受け取り方や生かし方を関

連づけて考え、適切に表現し

ている。（ノ）（テ） 
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小単元２ くらしと産業を変える情報通信技術 配当時間 6 時間 
教科書 ５ 

P191～201 

 

目  標 

●大量の情報や情報通信技術の活用は、様々な産業を発展させ、

国民生活を向上させていることを理解するとともに、聞き取

り調査や、写真や統計などの各種の基礎的資料を通して、情

報を適切に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

●情報を生かして発展する産業が国民生活に果たす役割、情報

化の進展に伴う産業の発展や国民生活の向上について多角

的に考える力、考えたことを説明したり、それらを基に議論

したりする力を養う。 

●情報や情報技術の活用による産業と国民生活の変化につい

て、主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、よりよ

い社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態

度を養うとともに、多角的な思考や理解を通して、我が国の

産業の発展を願い我が国の将来を担う国民としての自覚を

養う。 

 

 

評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・情報の種類、情報の活用の仕方な

どについて、聞き取り調査をした

り写真や統計などで調べたりし

て、必要な情報を集め、読み取

り、販売や観光などの産業におけ

る情報活用の現状を理解してい

る。 

・調べたことを文や表などにまと

め、大量の情報や情報通信技術の

活用は、様々な産業を発展させ、

国民生活を向上させていることを

理解している。 

・情報の種類、情報の活用の仕方な

どに着目して、問いを見いだし、

販売や観光などの産業における情

報活用の現状について考え表現し

ている。 

・販売や観光などの産業における情

報活用の様子を総合して、情報を

生かして発展する産業が国民生活

に果たす役割を考えたり、学習し

たことをもとに、情報化の進展に

伴う産業の発展や国民生活の向上

について産業と国民の立場から多

角的に考えたりして、適切に表現

している。 

・情報や情報技術の活用による産業と

国民生活の変化について、予想や学

習計画を立て、主体的に学習問題を

追究し、解決しようとしている。 

・学習したことをもとに、情報化の

進展に伴う産業の発展や国民生活

の向上について産業と国民の立場

から多角的に考えようとしてい

る。 
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小単元名：２ くらしと産業を変える情報通信技術 【配当６時間】 
※くらしと産業を変える情報通信技術(P190～201)か、P202～206 の各内容のいずれかを選択して学習 

【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 
（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

くらしの中に広

がる情報通信

技術（ＩＣＴ） 

P190～191 

【配時１】 

買い物や交通移動に

おける情報通信技術

（ＩＣＴ）の普及に着

目して、ＩＣＴ活用に

よる生活や産業の変

化についての学習問

題をつくり、追究の見

通しをもつ。 

○自分の体験や資料をもとに、

買い物におけるＩＣＴ活用につ

いて調べ、疑問やさらに調べた

いことを整理して、学習問題を

つくる。 

◆キャッシュレスの支払いによ

って時間や手間が省けるなど、

ＩＣＴの活用が進み、以前より

買い物が便利になっているこ

と。 

①様々な情報通信機器が身の

まわりにあることを再確認し、

キャッシュレス支払いの経験、

その場面を見た経験について

聞き合う。 

②現金での支払いの写真と比

較し、キャッシュレスとの違い

を話し合う。 

③ＩＣＴを活用して買い物は

どう変わってきたか、グラフな

どの資料から読み取り、なぜＩ

ＣＴの利用が増えているのか、

考えて話し合う。 

④店などでの商品販売時のＩ

ＣＴ活用場面を思い出しなが

ら、疑問や調べたいことを話し

合って整理し、学習問題をつく

る。予想や学習計画を話し合

う。 

 

 

 

 

【思判表】身近なＩＣＴ活用

例について捉えたことをも

とに、ＩＣＴの活用が進む販

売の様子に関する学習問題

をつくり、表現している。

（発）（ノ） 

 

【態】ＩＣＴの活用が進む販

売の様子について予想し、そ

れをもとに学習計画を立て、

主体的に追究しようとして

いる。（発）（ノ） 

店で活用する

情報通信技術 

P192～193 

【配時１】 

ＩＣＴによる情報の

収集・活用の仕方に着

目して、商店が集める

情報の種類や量、情報

を集める仕組みやそ

の目的について捉え

る。 

○商店でのＩＣＴ活用につい

て、販売情報の流れ図を中心に

資料を読み取り、その活用によ

って商店にはどのような利点が

あるのかを話し合う。 

◆ＰＯＳシステムを利用するこ

とで、販売情報を瞬時に記録し、

大量に集めることができるこ

と。それらの技術を活用するこ

とで、売り上げの管理、商品の適

切な仕入れなどを効率よく正確

に行っていること。 

①商店での POS システムの利

用によって、会計のたびにどの

ような情報が集められている

か、その情報を商店では何に使

っているか、図を読み取ってノ

ートなどに整理する。 

②商店で集まった情報はさら

にどこへ行き、何に生かされて

いるか、図や店長の話などを読

み取ってノートなどに整理す

る。 

③整理したことをもとに、商店

がＩＣＴを活用して情報を集

める目的を考え、話し合う。 

【知技】商店で集めている情

報の種類や量、情報が集まる

仕組みやその流れについて、

資料からおおまかに読み取

り、この仕組みによって便利

になっている点を捉えてい

る。（発）（ノ） 

  

学習問題 商品をはん売する人たちは、 
情報通信技術をどのように活用しているのだろう。 
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大量の情報を

生かそうとする

人たち 

P194～195 

【配時１】 

商店から大量に集ま

った情報をさらに分

析・活用する取り組み

に着目して、商店で働

く人々や消費者がど

のように便利になっ

ているかを捉える。 

○販売に携わる人々が大量の情

報を分析して活用する様子につ

いて、働く人の話や、活用の前と

後を比較する資料などから読み

取り、大量の情報を分析・活用す

る意味について話し合う。 

◆集まった大量の情報を分析す

ることで、別の新たな情報が得

られること。本部ではその情報

を生かし、各店舗の仕事の質や

利益、サービスの向上に努めて

いること。 

①チェーン店では、各地の店舗

から集まった大量の情報をど

のように生かそうとしている

か、本部の人の話などから読み

取り、ノートなどに整理する。 

②大量の情報を活用する前と

後の違いを比較しながら読み

取り、わかったことを話し合

う。 

③ポイントカードの利用に関

する資料を読み取り、どのよう

な種類の情報が新たに集まる

か、店の人や消費者がどのよう

に便利になるかを話し合う。 

④本部の人の話などを読み取

り、大量の情報を活用すること

の意味や、情報活用に伴う思い

について考える。 

【知技】大量の情報を分析し

て活用する前と後の変化に

ついて、複数の資料から読み

取り、ＩＣＴや大量の情報を

活用することの利点と配慮

すべき点を捉えている。（発）

（ノ） 

情報通信技術

によって広がる

サービス 

P196～197 

【配時１】 

ＩＣＴを活用した商

品販売サービスに着

目して、ＩＣＴの活用

が生活の中で果たす

役割について考える。 

○販売に携わる人々が進めてい

るＩＣＴを活用したサービスに

ついて、様々なサービスについ

ての資料を読み取り、生活への

影響について話し合う。 

◆インターネットやスマートフ

ォンのアプリを通じた販売サー

ビスが広がっていること。イン

ターネットでの販売で得られた

情報やＡＩをもとに、新たなサ

ービスが提供されていること。 

①販売に携わる人々はＩＣＴ

を活用してどのようなサービ

スを進めようとしているのか、

本部の人の話や資料から読み

取り、ノートなどに整理する。 

②インターネットやＡＩを活

用したサービスについて、身近

にどのようなものがあるか、ノ

ートなどに整理する。 

③整理したことをもとに，ＩＣ

Ｔを活用したサービスが生活

の中で果たす役割について考

える。 

【知技】ＩＣＴを活用した

様々な販売サービスあるこ

とを複数の資料から読み取

り、生活の中で欠かせなくな

っていることを捉えている。

（発）（ノ） 

これからの情

報通信技術と

わたしたちのく

らし 

P198～199 

【配時１】 

ＩＣＴ活用が生活や

産業にもたらす影響

を多角的な視点で捉

え、ＩＣＴ活用の進展

に伴う社会の変化や

課題について考える。 

○ＩＣＴの活用が暮らしや産業

に与える影響を各種資料から読

み取り、関連する社会の変化や

課題について話し合う。 

◆ＩＣＴの活用が進むことで、

人々の働き方や、必要とされる

仕事に変化が現れていること。

ＩＣＴをさらに生かすための研

究や整備が進められている一方

で、情報の流出や情報格差とい

った課題にも対応しなければな

らないこと。 

①情報化に伴う仕事や働き方

の変化、インターネットの普及

に関わる資料を教科書や資料

集などから見つけ、社会の変化

について気づいたことを話し

合う。 

②ＩＣＴの活用が進むなかで

課題となりそうなことを、個人

情報の流出の例などから考え、

話し合う。 

③自分たちがＩＣＴを活用し

ている場面を挙げ、その中で困

ったことや、気をつけるべきこ

とを話し合って考える。 

【知技】ＩＣＴの活用が進む

に従い、生活や産業の様々な

面で変化が生じていること、

情報の流出や情報格差など

の課題に対応しなければな

らないことを捉えている。

（発）（ノ） 
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＜まとめる＞ 

＜つなげる＞ 

P200～201 

【配時１】 

これまでの学習を整

理して、ＩＣＴや大量

の情報の活用による

商品販売の変化につ

いて理解し、今後は自

分たちの生活や社会

の中でどのように活

用していけばよいか

を考える。 

○これまでの学習をもとに、Ｉ

ＣＴ活用が進む販売の様子につ

いて表などに整理して、これか

らの社会は情報をどのように活

用していくべきか話し合う。 

◆販売の様々な場面で、ＩＣＴ

が活用され便利になってきてい

ること、自分たちの生活にＩＣ

Ｔの活用が欠かせなくなってい

ること。ＩＣＴの活用はさらに

進展すると予想され、今後もそ

の活用の仕方を考え続ける必要

があること。 

①これまで調べたことをもと

に、ＩＣＴの活用によって販売

の様子がどのように変化して

いるか、活用前（以前）と活用

後（今）を考えて表やふせん、

カードなどに整理する。 

②整理したことを発表し合い、

ＩＣＴの活用が進むことで、今

後の社会がどのように変わっ

ていくか、改善・解決されそう

な点と課題となりそうな点に

分けて、ノートなどに整理す

る。 

③これからの社会はＩＣＴや

大量の情報をどのように生か

していくべきか話し合い、最終

的な自分の考えをまとめる。 

④p.6~7 を参考に、これまでの

学習の進め方を振り返り、改善

点などを話し合う。 

【思判表】ＩＣＴの活用によ

って、誰が、どのように便利

になっているかを整理して、

それをもとにＩＣＴ活用の

進展が商品の販売に与える

影響をメリット・デメリット

の両面から考え、適切に表現

している。（発）（ノ） 

 

【態】調べたことを生かし

て、ＩＣＴ活用の進展が商品

の販売に与える影響や、今後

の情報活用のあり方につい

て自分の考えをまとめよう

としている。（発）（ノ） 
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大単元５ 国土の自然とともに生きる 配当時間 18 時間 
教科書 ５ 

P208～245 

 

目  標 

●我が国の国土の自然環境について、国民生活との関連を踏ま

えて理解するとともに、地図帳や統計などの各種の基礎的資

料を通して、情報を適切に調べまとめる技能を身に付けるよ

うにする。 

●国土の自然災害と自然条件との関連や、森林資源が果たす役

割、公害防止の取り組みとその働きを多角的に考える力、国

土の環境保全に見られる課題を把握して、その解決に向けて

社会への関わり方を選択・判断する力、考えたことや選択・

判断したことを説明したり、それらを基に議論したりする力

を養う。 

●我が国の国土の自然環境と国民生活との関連について、主体

的に学習の問題を解決しようとする態度や、よりよい社会を

考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養う

とともに、多角的な思考や理解を通して、我が国の国土に対

する愛情、我が国の将来を担う国民としての自覚を養う。 

 

 

 

 

 

評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・自然災害は国土の自然条件などと

関連して発生していることや、自然

災害から国土を保全し国民生活を守

るために国や県などが様々な対策や

事業を進めていることを理解してい

る。 

・森林は、その育成や保護に従事し

ている人々の様々な工夫と努力によ

り国土の保全など重要な役割を果た

していることを理解している。 

・関係機関や地域の人々の様々な努

力により公害の防止や生活環境の改

善が図られてきたことを理解すると

ともに、公害から国土の環境や国民

の健康な生活を守ることの大切さを

理解している。 

・地図帳や各種の資料で調べ、まと

めている。 

・災害の種類や発生の位置や時期、

防災対策などに着目して、国土の自

然災害の状況を捉え、自然条件との

関連を考え、表現している。 

・森林資源の分布や働きなどに着目

して、国土の環境を捉え、森林資源

が果たす役割を考え、表現してい

る。 

・公害の発生時期や経過、人々の協

力や努力などに着目して、公害防止

の取り組みを捉え、その働きを考

え、表現している。 

・我が国の国土の自然環境と国民生

活との関連について、主体的に問題

解決しようとしたり、よりよい社会

を考え学習したことを社会生活に生

かそうとしたりしている。 

 

 

  



50 

大単元の構成 

 

 
オリエンテーション ① 

 

  
       

        

１ 自然災害とともに生きる ⑥ 
  

２ 森林とともに生きる⑥ 
  

３ 環境をともに守る ⑤     

          

自然災害と国土の自然条件 ① 
  日本の国土と森林 

／森林の中に入ってみよう ① 

  
青い空と海を取りもどしたまち ①     

          

くり返す自然災害 ①   森林のはたらきと人々のくらし ① 
  

公害をなくすために ① 

          

大津波からくらしを守るために ①   木を植えて育てる人々 ① 
  

環境首都をめざして ① 

          

自分で調べて考える 

さまざまな自然災害から 

くらしを守るために ② 

  
森林を守り続けるための 

新しい取り組み ① 

  
きれいな環境を、次の世代のために 

① 

          

まとめる ① 
 

 
森林をまもるためにできることは 

① 

  
まとめる・つなげる ① 

  

          

 
 

 まとめる・つなげる ① 
  

 
  

          

 

○の中の数字は、配当時数。 
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小単元１ 自然災害とともに生きる 配当時間 6 時間 
教科書 ５ 

P210～221 

 

目  標 

●自然災害は国土の自然条件などと関連して発生しているこ

とや、自然災害から国土を保全し国民生活を守るために国や

県などが様々な対策や事業を進めていることを理解すると

ともに、地図帳や統計などの各種の基礎的資料を通して、情

報を適切に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

●国土の自然災害の発生と自然条件との関連、防災や減災に向

けた対策や事業の役割について多角的に考える力、考えたこ

とを説明する力を養う。 

●国土の自然災害の状況と国民生活との関連について、主体的

に学習の問題を解決しようとする態度を養う。 

評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・災害の種類や発生の位置や時期、防

災対策などについて、地図帳や統計

などで調べたりして、必要な情報を

集め、読み取り、国土の自然災害の

状況を理解している。 

・調べたことを文や表などにまとめ、

自然災害は国土の自然条件などと関

連して発生していることや、自然災

害から国土を保全し国民生活を守る

ために国や県などが様々な対策や事

業を進めていることを理解してい

る。 

・災害の種類や発生の位置や時期、防

災対策などに着目して、問いを見い

だし、国土の自然災害の状況につい

て考え表現している。 

・様々な種類の自然災害の発生や対策

を関連付けたり総合したりして、国

土の自然災害の発生と自然条件との

関連や、防災や減災に向けた対策や

事業の役割について考え、適切に表

現している。 

・国土の自然災害の状況と国民生活と

の関連について、予想や学習計画を

立てたり、見直したりして、主体的に

学習問題を追究し、解決しようとし

ている。 
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大単元名：５ 国土の自然とともに生きる 【配当１時間】 
【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

＜オリエンテー

ション＞ 

国土の自然が

もたらすもの 

P208～209 

【配時１】 

国土の多様な自然環

境を見つめ直し、その

中で発生する自然災

害や環境問題につい

て関心をもつ。 

○既習事項を振り返りながら、

国土の自然環境の様子を複数の

写真から読み取り、気づいたこ

となどを話し合う。 

◆日本の国土では豊かな自然環

境が各地で見られること。その

一方で、暮らしや産業が自然災

害によって脅かされたり、環境

が損なわれたりする局面がある

こと。 

①日本各地の豊かな自然の写

真を見て感想を発表し合う。 

②これまでの学習を振り返

り、自然条件に特色のある地

域の様子や、自然環境と産業

とのつながりについて思い出

したことを発表し合う。 

③自然災害や環境問題を示す

写真を見て、豊かな自然の写

真と比べながら気づいたこと

や知りたいことを話し合う。 

【知技】国土の豊かな自然環

境の写真と、様々な自然災害

や環境問題を示す写真を対

比させながら読み取り、気づ

いた点などを挙げている。

（発）（行） 

 

 

小単元名：１ 自然災害とともに生きる 【配当６時間】 
【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

自然災害と国

土の自然条件 

P210～211 

【配時１】 

日本で発生した自然

災害の種類や被害の

様子、発生場所に着

目して、様々な自然

災害の発生と国土の

自然条件との関係

や、自然災害が国民

の生活に及ぼす影響

について捉える。 

○近年発生した自然災害に関す

る写真や地図などの資料を読み

取り、自然災害の発生と国土の

自然条件との関係について話し

合う。 

◆日本の国土では、各地の地形

や気候の特色によって、土砂崩

れや川のはんらん、雪害など、

様々な自然災害が発生している

こと。大規模な災害が発生する

と、広範囲に渡って人々の生活

に大きな影響を及ぼすこと。 

①様々な自然災害の写真を、

災害の種類や被害の様子に着

目して読み取り、気づいたこ

とを話し合う。 

②それぞれの自然災害の発生

場所を地図資料から読み取

り、白地図やノートなどに整

理する。 

③日本で自然災害が多く発生

する理由について、国土の気

候や地形の特色と関連づけて

考え、話し合う。 

【知技】自然災害の種類ご

とに、被害の様子や発生場

所を資料から的確に読み取

り、自然災害の広がりや国

土の自然条件との関連性を

捉えている。（発）（ノ） 

くり返す自然災

害 

P212～213 

【配時１】 

日本で発生した自然

災害の発生回数や時

期に着目して、日本の

国土では大規模な自

然災害が繰り返し発

生していることを理

解する。その被害を防

ぐ取り組みについて

の学習問題をつくり、

追究の見通しをもつ。 

○日本の自然災害の年表などを

読み取り、過去の発生状況から

わかったことや考えたことを整

理し、学習問題をつくる。 

◆日本の各地で、大規模な自然

災害が繰り返し発生し、たびた

び大きな被害に見舞われてきた

こと。 

①三陸地方で発生した津波被

害について、昔と今の写真を比

べて気づいたことを話し合う。 

②各種の自然災害の年表を、

災害の種類と発生回数・時期

に着目して読み取り、わかっ

たことをノートなどに整理す

る。 

③調べたことや地震予測図な

どの資料をもとに、今後発生

しうる自然災害について予想

し、心配なことや必要な対策

について話し合う。 

④これまでの学習をもとに、

さらに調べたいことを話し合

い整理し、学習問題をつくる。 

 

 

 

⑤学習問題についての予想や

学習計画を話し合う。 

【思判表】日本の各地で

様々な自然災害が繰り返し

発生していることを複数の

資料から捉え、大規模な自

然災害から国民の命や生活

を守る取り組みについての

学習問題をつくり、表現し

ている。（発）（ノ） 

 

【態】大規模な自然災害か

ら国民の命や生活を守る取

り組みについて予想し、そ

れをもとに学習計画を考

え、主体的に追究しようと

している。（発）（ノ） 

学習問題 自然災害が多い日本では、大規模な自然災害からくらしを守るために、 
どのような取り組みを進めているのだろう。 
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大津波からくら

しを守るために 

P214～215 

【配時１】 

各地の津波への対策

に着目して、国や都道

府県が中心となって

進める対策や事業の

役割を捉える。 

○国や都道府県などが進める津

波への対策について具体例を見

つけて調べ、わかったことや考

えたことを話し合う。 

◆国や都道府県が中心となっ

て、津波から人々の命や生活を

守るための施設の建設や仕組み

づくりを計画的に進めているこ

と。津波を直接防ぐ防潮堤の建

設だけでなく、住宅地を高台に

設ける、避難への備えをしてお

くといった対策も大切であるこ

と。 

①国や都道府県などで進めて

いる津波への対策について、

教科書や資料集などから具体

例を見つけて調べ、ノートな

どに整理する。 

②大きな防潮堤でも津波を防

ぎきれなかった例、津波に強

いまちづくりの例を資料から

読み取り、感想やわかったこ

とをノートなどに整理する。 

③整理したことをもとに、今

後想定される津波を見据えて

どのような対策をとっていけ

ばよいか、それに伴う課題と

ともに考え、話し合う。 

【知技】津波の被害を防ぐ取

り組みについて複数の資料

から読み取り、今後の発生が

想定される津波の被害を少

なくするために、国や都道府

県が中心となって、様々な対

策や事業に取り組んでいる

ことを捉えている。（発）（ノ） 

＜自分で調べ

て 考 え る ＞

様々な自然災

害からくらしを

守るために 

P216～220 

【配時２】 

様々な自然災害への

対策に着目して、暮ら

しを守るために、どの

ような対策が進めら

れているかを調べる。 

○国や都道府県などが進める自

然災害への対策について具体例

を見つけて調べ、わかったこと

や考えたことを話し合う。 

◆地震・風水害・土砂災害・雪

害・火山災害などの自然災害か

ら、人々の命や生活を守るため

に、国や都道府県が協力して計

画的に防災対策を進めているこ

と。 

①日本で発生する自然災害に

ついて、資料をもとに振り返

る。（協働）  

②地震・風水害・土砂災害・

雪害・火山災害などの自然災

害について、それぞれ誰が、

何を目的として、どのような

対策を進めているか、資料か

ら調べる。〈個別〉 

③それぞれの災害対策に共通

する点を考える。（個別） 

④自然災害への対策について、

わかったこと・考えたことをノ

ートに整理し、意見を交換す

る。〈協働〉 

 

【知技】様々な自然災害の

への対策について複数の資

料から読み取り、今後発生

が想定される自然災害の被

害を少なくするために、国

や都道府県が中心となっ

て、様々な対策や事業に取

り組んでいることを捉えて

いる。（発）（ノ） 

 

【態】様々な自然災害への

対策について、複数の資料

から読み取り、主体的に追

究し、自分の考えをまとめ

ようとしている。（発）

（行）（ノ） 

＜まとめる＞ 

P221 

【配時１】 

調べたことを整理し

て、自然災害と国土の

自然条件との関係、国

や都道府県などの災

害への対策・事業の役

割について理解し、自

然災害が発生しやす

い国土に暮らす一人

としての考えをもつ。 

○調べたことを自然災害の種類

別に表に整理し、相互の事実を

関連づけながら、災害が発生し

やすい国土の自然条件、災害へ

の対策・事業と自分たちの生活

との関わりなどについて考え

る。 

◆日本の国土では、その自然条

件の特色から様々な自然災害が

繰り返し発生するため、国や都

道府県などが中心となり、国民

生活の安全を守る様々な取り組

みを計画的に進めてきたこと。

自然災害が多い国土に暮らす一

人として、各自が防災・減災への

意識をもち、災害に備えておく

ことが大切であること。 

①これまでの学習を振り返

り、自然災害の種類ごとに、

発生場所や関連する国土の自

然条件、対策・事業の例を表

に整理する。 

②整理した表を横に見て自然

災害の発生と自然条件を関連

づけたり、表を縦に見て様々

な対策・事業を総合したりし

て、気づいたことや考えたこ

とを話し合う。 

③自然災害と向き合って暮ら

していくうえで大切だと思う

こと、自分で取り組んでいき

たいことを話し合い、最終的

な自分の考えをまとめる。 

【知技】これまでの学習を

表に整理し、自然災害の発

生には国土の自然条件が関

連していること、様々な災

害から人々の生活や国土を

守るために国や都道府県が

対策・事業を進めているこ

とを理解している。（発）

（ノ） 

 

【思判表】自然災害と国土の

自然条件を関連づけたり、自

然災害の被害と国民生活を

関連づけたりして、自然災害

への対策・事業の重要性や、

自然災害が多い国土で暮ら

す一人として取り組むべき

ことを考え、適切に表現して

いる。（発）（ノ） 
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小単元２ 森林とともに生きる 配当時間 6 時間 
教科書 ５ 

P222～235 

 

目  標 

●森林は、その育成や保護に従事している人々の様々な工夫と

努力によって守られ、国土の保全など重要な役割を果たして

いることを理解するとともに、地図帳や統計などの各種の基

礎的資料を通して、情報を適切に調べまとめる技能を身に付

けるようにする。 

●森林資源が果たす役割を多角的に考える力、森林保全に見ら

れる課題を把握して、その解決に向けて社会への関わり方を

選択・判断する力、考えたことや選択・判断したことを説明

したり、それらをもとに議論したりする力を養う。 

●国土の森林資源と国民生活との関連について、主体的に学習

の問題を解決しようとする態度や、よりよい社会を考え学習

したことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、

多角的な思考や理解を通して、我が国の国土に対する愛情、

我が国の将来を担う国民としての自覚を養う。 

 

 

 

 

評価規準 
 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・森林資源の分布や働きなどについ

て、地図帳や統計などで調べたり

して、必要な情報を集め、読み取

り、国土の環境を理解している。 

・調べたことを文や図表などにまと

め、森林は、その育成や保護に従

事している人々の様々な工夫と努

力によって守られ、国土の保全な

ど重要な役割を果たしていること

を理解している。 

・森林資源の分布や働きなどに着目

して、問いを見いだし、国土の環

境について考え表現している。 

・森林の育成や活用に関する取り組

みを関連付けたり総合したりして

森林資源が果たす役割を考えた

り、学習したことをもとに、国土

の森林保全のために特に大切だと

思う取り組みを選択・判断したり

して、適切に表現している。 

・国土の森林資源と国民生活との関

連について、予想や学習計画を立

て、主体的に学習問題を追究し、解

決しようとしている。 

・学習したことをもとに、森林資源

が果たす役割や、国土の森林保全

のために特に大切だと思う取り組

みを考えようとしている。 
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小単元名：２ 森林とともに生きる 【配当６時間】 

【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 
（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

日本の国土と

森林／森林の

中に入ってみ

よう 

P222～225 

【配時１】 

日本の国土の森林資

源の分布、防災機能を

果たす森林整備の取

り組みに着目して、森

林と人々の生活との

関わりについての学

習問題をつくり、追究

の見通しをもつ。 

○国土の森林や森林整備に関す

る資料を読み取り、気づいたこ

とや考えたことを整理し、学習

問題をつくる。 

◆日本の国土の 7 割近くが森林

であること。森林には自然災害

の被害を軽減するはたらきがあ

り、森林の整備や育成を進める

取り組みがあること。 

①国土に広がる森林の様子を

示す写真やグラフを読み取り、

気づいたことを発表し合う。 

②日本で発生する自然災害の

種類を振り返りながら、自然災

害と森林との関係を示す資料

を読み取り、気づいたことを話

し合う。 

③これまでの気づきや疑問を

もとに、調べたいことを話し合

って整理し、学習問題をつく

る。予想や学習計画を話し合

う。 

 

 

 

 

【思判表】国土に占める森林

の多さや、森林が防災面で果

たす役割を資料から読み取

り、それをもとに森林と自分

たちの生活との関わりにつ

いて学習問題をつくり、表現

している。（発）（ノ） 

 

【態】森林と自分たちの生活

との関わりについて予想し、

それをもとに学習計画を立

て、主体的に追究しようとし

ている。（発）（ノ） 

森林のはたら

きと人々のくら

し 

P226～227 

【配時１】 

森林の多い地域の生

活の様子や、森林があ

る場合とない場合の

違いに着目して、様々

な森林のはたらきを

調べ、人と森林との関

わりを捉える。 

○森林に囲まれた地域の人々の

様子がわかる資料や、森林があ

る場合とない場合を比較するイ

ラストを読み取り、森林のはた

らきについて考えたことを話し

合う。 

◆森林には、木材となる、安らぎ

を与える、雨水を蓄える、などの

はたらきがあり、自分たちの生

活を支えていること。 

①森林との関わりが深い高知

県の様子について、写真やグラ

フなどを読み取り、気づいたこ

とを話し合う。 

②森林がある場合とない場合

のイラストを比較したり、森林

に詳しい人の話を読み取った

りして、わかったことをノート

などに整理する。 

③自分たちの森林での経験や

身近にある木製品なども思い

出しながら、森林のはたらきに

ついて考え、話し合う。 

【知技】複数の資料から必要

な情報を読み取り、様々な森

林のはたらきを挙げている。

（発）（ノ） 

木を植えて育

てる人々 

P228～229 

【配時１】 

人工林の育成の流れ

や林業従事者の数の

変化に着目して、森林

を守り育てる人々の

工夫や努力、林業が抱

える課題を捉える。 

○人工林の手入れや林業の現状

について、写真資料や林業を営

む人の話などから調べ、わかっ

たことや気になったことを話し

合う。 

◆人の手で植えられた人工林

は、長い年月をかけて管理する

必要があること。林業を営む

人々の工夫や努力によって森林

が管理されている一方、林業で

働く人が減ってきていること。 

①手入れがされていない人工

林と、されている人工林の写真

を比べ、気づいたことを話し合

う。 

②林業を営む人の話や、森林の

育成の流れを示す資料を読み

取り、わかったことをノートな

どに整理する。 

③林業が抱えている課題を資

料から見つけ、気になったこと

を話し合う。 

【知技】森林を守り育てる

人々の工夫や努力、林業が抱

える課題について、複数の資

料から的確に読み取ってい

る。（発）（ノ） 

学習問題 森林の多い国土とわたしたちのくらしには、どのような関わりがあるのだろう。 
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森林を守り続

けるための新

しい取り組み 

P230～231 

【配時１】 

林業の活性化をめざ

す取り組みに着目し

て、森林を守り続ける

ために大切なことを

捉える。 

○林業に関わる新しい取り組み

の例を各種資料から読み取り、

その意味について話し合う。 

◆国土の森林を守り続けていく

ために、森林の手入れを行う人

を増やしたり、国産木材の新た

な活用法を考えたりする取り組

みが進んでいること。作業や費

用の負担を軽くする、新たな林

業の方法を追求する人たちがい

ること。 

①木材使用量の変化をグラフ

から読み取り、前時の学習の振

り返りとあわせて、林業が抱え

ている課題を確かめる。 

②課題の解決につながりそう

な取り組みを、教科書の資料か

ら見つけ、ノートなどに整理す

る。 

③整理したことをもとに、それ

ぞれの取り組みの意味につい

て考え、話し合う。 

【知技】人工林の手入れが適

切に行われるよう、林業を始

める人を増やす取り組みや、

国産木材を活用する取り組

みが進められていることを

捉えている。（発）（ノ） 

森林を守るた

めにできること

は 

P232～233 

【配時１】 

森林の育成・活用につ

ながる様々な取り組

みや、森林と生活との

結びつきに着目して、

森林を保全すること

の意味について捉え

る。 

○森林保全の取り組みの具体例

を各種資料から読み取り、考え

たことを話し合う。最後に、森林

と自分たちの生活とのつながり

について考える。 

◆植林活動や国産木材の活用を

広げる製品の開発など、森林の

育成・活用につながる活動が、日

本各地に広がっていること。森

林の保全は、国土や地球の環境

保全、生活や産業の安定にもつ

ながっていること。 

①様々な立場の人々による、森

林を守るための取り組みを教

科書や資料集などから見つけ、

ノートなどに整理する。 

②整理したことをもとに、それ

ぞれの取り組みの意味や、関わ

る人たちの思いを考え、話し合

う。 

③森林のはたらきが自分たち

の生活に及ぼす影響について

考え、話し合う。 

【知技】森林の育成・活用に

つながる取り組みに様々な

立場の人々が関わっている

こと、生活や産業の様々な場

面で森林とのつながりが見

られることを捉えている。

（発）（ノ） 

＜まとめる＞ 

＜つなげる＞ 

P234～235 

【配時１】 

調べたことを整理し

て、森林には様々なは

たらきがあり、人々の

生活と深く結びつい

ていることを理解し、

自分たちのくらしと

森林との関わりの中

で大切だと思うこと

を考える。 

○森林のはたらきや森林を守る

人々の取り組みを図などに整理

し、森林と自分たちの生活との

関わりや、自分たちに協力でき

そうなことを考える。 

◆森林には、人々の生活に大き

な恩恵をもたらす様々なはたら

きがあること。森林資源を未来

に残していけるよう、国土に暮

らす一人ひとりが協力して取り

組むことが大切であること。 

①これまでの学習を振り返り、 

森林が人々の生活にもたらす

事柄と、人々が森林を守るため

に取り組んでいることを関係

図に整理する。 

②関係図を見ながら、森林と自

分たちの生活にはどのような

関わりがあるか考え、話し合

う。 

③自分たちのくらしと森林と

の関わりの中で、特に大切だと

思う森林の働き、または森林の

育成と活用の取り組みを一つ

選び、理由とともに意見交流す

る。 

【思判表】調べたことを整理

して森林と人々の生活との

密接なつながりを捉え、大切

な森林の働き、または森林の

育成と活用の取り組みを選

択・判断し、意見を適切に伝

え合っている。（発）（ノ） 

 

【態】これまでの学習を生か

して、大切な森林の働き、ま

たは森林の育成と活用の取

り組みを選択・判断しようと

している。（発）（ノ） 
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小単元３ 環境をともに守る 配当時間 ５時間 
教科書 ５ 

P236～245 

 

目  標 

●関係機関や地域の人々の様々な努力により公害の防止や生

活環境の改善が図られてきたことや、公害から国土の環境や

国民の健康な生活を守ることの大切さを理解するとともに、

写真や年表などの各種の基礎的資料を通して、情報を適切に

調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

●公害防止の取り組みの働きを多角的に考える力、環境保全に

見られる課題を把握して、その解決に向けて社会への関わり

方を選択・判断する力、考えたことや選択・判断したことを

説明したり、それらをもとに議論したりする力を養う。 

●国土の環境と国民生活との関連について、主体的に学習の問

題を解決しようとする態度や、よりよい社会を考え学習した

ことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、多角

的な思考や理解を通して、我が国の国土に対する愛情、我が

国の将来を担う国民としての自覚を養う。 

評価規準 
 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・公害の発生時期や経過、人々の協力

や努力などについて、写真や年表な

どで調べたりして、必要な情報を集

め、読み取り、公害防止の取り組み

を理解している。 

・調べたことを文や図表などにまと

め、関係機関や地域の人々の様々な

努力により公害の防止や生活環境の

改善が図られてきたことを理解する

とともに、公害から国土の環境や国

民の健康な生活を守ることの大切さ

を理解している。 

・公害の発生時期や経過、人々の協力

や努力などに着目して、問いを見い

だし、公害防止の取り組みについて

考え表現している。 

・公害に対する様々な立場での取り組

みを関連付けたり総合したりして公

害防止の取り組みの働きを考えた

り、学習したことをもとに、環境保

全に取り組むうえで大切なことを選

択・判断したりして、適切に表現し

ている。 

・国土の環境と国民生活との関連につ

いて、予想や学習計画を立て、主体的

に学習問題を追究し、解決しようと

している。 

・学習したことをもとに、環境保全に

取り組むうえで大切なことを考えよ

うとしている。 
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小単元名：３ 環境をともに守る 【配当５時間】 
【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

青い空と海を

取りもどしたま

ち 

P236～237 

【配時１】 

福岡県北九州市の空

や海の変化の様子や、

その変化が人々にも

たらした影響に着目

して、生活環境を守る

ための取り組みにつ

いての学習問題をつ

くり、追究の見通しを

もつ。 

○1960 年頃と現在の北九州市の

写真を比較したり、空や海が汚

れていた当時の人々の様子を資

料から読み取ったりして、気づ

いたことや疑問に思うことを整

理し、学習問題をつくる。 

◆かつて、北九州市の空や海は

汚れていて、人々の生活にも影

響を及ぼしていたが、現在では

きれいな環境に戻っているこ

と。 

①1960 年頃と現在の北九州市

の写真を比べて、気づいたこと

を話し合い、海や空が汚れた原

因を予想する。 

②空や海の汚れが当時の人々

の生活にもたらした影響につ

いて、写真などの資料を読み取

り、気づいたことを話し合う。 

③これまでの気づきや疑問を

もとに、調べたいことを話し合

って整理し、学習問題をつく

る。予想や学習計画を話し合

う。 

 

 

 

【思判表】北九州市の環境の

変化について資料から読み

取ったことをもとに、生活環

境を守る取り組みについて

の学習問題をつくり、表現し

ている。（発）（ノ） 

 

【態】北九州市の環境を守る

取り組みについて予想し、そ

れをもとに学習計画を立て、

主体的に追究しようとして

いる。（発）（ノ） 

公害をなくすた

めに 

P238～239 

【配時１】 

公害の発生時期や、公

害をなくすための市

民・市・工場の取り組

みに着目して、それぞ

れの果たした役割と

互いの協力関係につ

いて捉える。 

○公害発生時の写真や年表など

の資料をもとに、公害のもたら

す影響や公害をなくすための努

力について調べ、市民・市・工場

の果たした役割や互いの関連に

ついて話し合う。 

◆市民が公害の被害を調査し、

公害防止を呼びかけたことで、

市や工場が公害を防ぐ取り組み

を始め、長年にわたる努力によ

ってきれいな環境がよみがえっ

たこと。 

①公害が発生した頃の工業生

産の様子や、公害の発生が人々

の生活にもたらした影響を関

連資料から読み取る。 

②北九州市で公害をなくす運

動に参加した人の話を読み、市

民が公害をなくすためにどの

ような取り組みをしたのかを

話し合う。 

③写真や年表などの資料を読

み取り、市民・市・工場が公害

をなくすために果たした役割

をノートなどに整理し、互いの

関連についてわかったことを

話し合う。 

【知技】市民・市・工場それ

ぞれが公害をなくすために

果たした役割を資料から的

確に読み取り、地域で一体と

なって努力を重ねたことが

環境の改善につながったこ

とを捉えている。（発）（ノ） 

環境首都をめ

ざして 

P240～241 

【配時１】 

現在の北九州市の環

境を守る取り組みに

着目して、市では公害

を克服した後も環境

の改善に努めている

ことを捉える。 

○北九州市の環境を守るための

取り組みについて複数の資料か

ら読み取り、こうした取り組み

を続けている理由などを考えて

話し合う。 

◆北九州市では、過去の公害の

経験を忘れず、地域だけでなく

世界全体の環境改善のために、

さまざまな取り組みを現在も続

けていること。 

①写真や年表などの資料を読

み取り、公害を克服した後の北

九州市で行われてきた、環境改

善や国際協力の取り組みにつ

いてノートなどに整理する。 

②北九州エコタウンでのリサ

イクルやエネルギー活用の様

子を写真資料などから読み取

り、気づいたことを話し合う。 

③公害を克服したあとも、北九

州市が環境を守る取り組みを

続けている理由について考え、

話し合う。 

【知技】北九州市では、過去

の公害の経験を忘れず、環境

を守る様々な取り組みを現

在も続けていることを捉え

ている。（発）（ノ） 

  

学習問題 環境を改善するために、北九州市の人々はどのような取り組みをしてきたのだろう。 
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きれいな環境

を、次の世代

のために 

P242～242 

【配時１】 

現在の北九州市民の

環境保全活動や、自然

環境と生活との結び

つきに着目して、生活

環境を守ることの意

味について捉える。 

○市民の環境保全活動の具体例

や、自然環境と人々の生活との

結びつきについて各種資料から

読み取り、自然環境を守ること

と自分たちの健康な生活との関

係について考え、話し合う。 

◆北九州市では、市民も協力し

て環境保全に努めていること。

自分たちの生活と自然環境は密

接に結びついており、人間の行

いによってはその関係が崩れ、

生活にも大きな被害が出るこ

と。 

①北九州市の市民が取り組ん

でいる環境保全活動の様子に

ついて、写真などの資料を読み

取ってわかったことをノート

などに整理する。 

②イラスト「自然環境とわたし

たちのくらしとの結びつき」を

読み取り、矢印で結ばれた関係

の意味や、その関係が損なわれ

た場合の影響について話し合

う。 

③イラストを読み取って話し

合ったことをふまえ、北九州市

の市民が続けている環境保全

活動の意味や、自分たちの今後

の生活のあり方について考え、

話し合う。 

【知技】自然環境と生活との

結びつきを複数の資料から

的確に読み取り、健康に過ご

せる環境を守り続けていく

ためには、その中で暮らす一

人ひとりの協力が大切であ

ることを捉えている。（発）

（ノ） 

＜まとめる＞ 

＜つなげる＞ 

P244～245 

【配時１】 

調べたことを整理し

て、公害防止や環境保

全の取り組みの重要

性を理解し、環境を守

るために忘れてはな

らないと思うこと、特

に大切だと思う取り

組みを選択・判断す

る。 

○公害防止や環境改善の取り組

みを関連図などに整理し、そこ

に見られる共通点などを話し合

いながら、環境保全のために大

切なことを考える。 

◆公害を発生させず、健康に過

ごせる環境を未来に残していく

には、様々な立場の人々が自分

たちにできる取り組みを続けて

いくことが大切であること。 

①北九州市の市民・市・工場そ

れぞれの公害をなくすための

取り組み、公害克服後の取り組

みを関連図に整理し、互いの関

連や共通する目的について、考

えたことを話し合う。 

②整理したことをもとに、環境

を守るために自分たちが取り

組めることはあるか話し合う。 

③環境を守るために忘れては

ならないと思うこと、特に大切

だと思う取り組みを一つ選び、

理由とともに意見交流する。 

④p.6~7 を参考に、これまでの

学習の進め方を振り返り、より

確かな問題解決のための学習

の進め方について話し合う。 

【思判表】調べたことを整理

して公害防止や環境改善の

取り組みの重要性を捉え、環

境を守るために忘れてはな

らないと思うこと、特に大切

だと思う取り組みを選択・判

断したりして、意見を適切に

伝え合っている。（発）（ノ） 

 

【態】これまでの学習を生か

して、環境を守るために忘れ

てはならないと思うこと、特

に大切だと思う取り組みを

選択・判断しようとしてい

る。（発）（ノ） 

 
 


